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むつ市議会第２０２回定例会会議録 第５号

平成２１年１２月１１日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）８番 浅 利 竹二郎 議員

（２）１番 澤 藤 一 雄 議員

（３）17番 白 井 二 郎 議員

（４）４番 工 藤 孝 夫 議員

（５）５番 横 垣 成 年 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（村中徹也） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は24人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（村中徹也） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

昨日本会議終了後の議会運営委員会において、

12月16日に議員提出議案１件を上程することが決

定しておりますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎発言の申し出

〇議長（村中徹也） この際、澤藤一雄議員より発

言の申し出がありますので、これを許可します。

１番澤藤一雄議員。

（１番 澤藤一雄議員登壇）

〇１番（澤藤一雄） おはようございます。議長に

は、本日発言の機会を与えていただきましてあり

がとうございます。

私は、12月７日に行われた議案第103号に対す

る質疑の中で、予防接種によると見られる死亡者

が発生したようです云々ということで、事実確認

をしないまま不適切な発言をいたしました。市長

並びに市民の皆様には、大変ご迷惑をおかけしま

したことを深くおわび申し上げます。

議長におかれましては、この部分の取り消しと

会議録からの削除をしていただきますようお取り

計らいをよろしくお願い申し上げます。

〇議長（村中徹也） これで澤藤一雄議員の発言を

終わります。

◎発言の取り消し

〇議長（村中徹也） ただいま澤藤一雄議員から、

12月７日に行われました議案第103号に対する質

疑の中での発言の一部に不適切な表現があったの

で、取り消したい旨の申し出がありました。

お諮りいたします。澤藤一雄議員からの発言の

取り消しの申し出を許可することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、澤藤一雄議員からの発言の取り消しの申し出

を許可することに決定いたしました。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（村中徹也） 次は、日程第１ 一般質問を

行います。

本日は、浅利竹二郎議員、澤藤一雄議員、白井

二郎議員、工藤孝夫議員、横垣成年議員の一般質

問を行います。

◎浅利竹二郎議員

〇議長（村中徹也） まず、浅利竹二郎議員の登壇

を求めます。８番浅利竹二郎議員。

（８番 浅利竹二郎議員登壇）

〇８番（浅利竹二郎） 皆様おはようございます。

ご指名をいただきました浅利竹二郎でございま

す。むつ市議会第202回定例会において一般質問
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を行いますので、市長を初め理事者の皆様におか

れましては、明快かつ簡明なご答弁をお願いいた

します。

質問に入る前に、昨今の世情、政情について若

干触れてみたいと考えます。先日の読売新聞ＵＳ

Ｏ放送というコラムに、マニフェスト、ふろしき

が大き過ぎたなというのが出ておりました。国民

は、自由民主党の長期政権にうみ、民主党のマニ

フェストに新鮮さを感じると同時に大いに期待し

たわけであります。ことしの流行語大賞も「政権

交代」であり、国民の期待感があらわれておりま

す。

ところが、ここに来て早くも日本人の熱しやす

く冷めやすいという悪いくせが出てきてしまいま

した。ああでもない、こうでもないと世論がかし

ましく騒ぎ立てるようになっております。どうも

言うこととやることが違うのではないかというこ

とであります。それこそ選挙前のマニフェストで

ふろしきを広げ過ぎ、おさまりがつかないという

のが実情のようです。

また、鳩山内閣の意思統一というところでも不

協和音が吹き出し、防衛、外交といった他国との

信義、信頼が根幹をなす重要事項にも大きなひび

割れが生じようとしております。今の民主党鳩山

政権を見るに、最大の不安定要素は意思決定機関

。 、のあいまいさにあると言えます 一国の総理大臣

国務大臣が、きょう、今言ったことを陰に控える

どなたかが、それはおかしい、おれは聞いていな

いと一言言えばひっくり返る二重権力構造では、

政権運営の先行きも見えてきたと見るのは私だけ

でしょうか。いずれにしましても、国家、国民の

ための政治であり、党利党略、私利私欲に惑わさ

れることなく、正常な国会運営、適宜適切な財政

出動、そして信頼される外交方針の確立に邁進し

ていただきたいものと切に願うものであります。

それでは、通告順に従い質問に入ります。質問

の第１は、むつ市と自衛隊の関係についてであり

ます。むつ市と自衛隊の関係については、今さら

念を押すべきことでもありません。旧海軍時代か

ら現在の自衛隊に至るまで相互理解のもと、深い

きずなで信頼関係を構築し、共存共栄の道を歩ん

でまいりましたことは周知のとおりであります。

さて、このような信頼関係の中においても、私

なりにいささか憂慮すべきことがあるとの思いか

ら、次の２点につきお伺いいたします。

その１は、陸奥湾機雷戦訓練及び米軍も参加す

る掃海特別訓練の円滑な実施についてでありま

す。名称が長いので、以下「掃海訓練」と呼称さ

せていただきます。

この掃海訓練は、例年７月中旬から約半月間、

艦艇約30隻、人員約1,500名が大湊に集結、陸奥

湾内を訓練海面として行われるものです。訓練海

面の設定に当たっては、県、むつ市、陸奥湾内各

漁協等の協力のもと実施してまいりました。とこ

ろが、近年この訓練海面の設定にそごが生じ、平

成18年度は中止の事態に追い込まれております。

また、その後の年度につきましても、訓練開始の

直前まで海面を設定できず、訓練部隊及び関係機

関等から、今後において陸奥湾内の掃海訓練継続

を不安視する声も聞こえております。このことか

ら憂慮されますことは、今後陸奥湾内でこの掃海

訓練を実施しないとした判断が下された場合の地

域経済に与える影響であり、打撃であります。ま

た、営々として築き上げてまいりましたむつ市と

自衛隊の信頼関係が崩壊する懸念もあります。

そもそも掃海訓練の実施は、一時的に制限海域

を設けるという意味合いにおいて、漁業振興と両

立するものでなければならず、また地域経済の活

性化にも貢献すべき要素を含むものであるべきで

す。今地域経済の活性化を標榜し、種々の政策を

実行しつつあります宮下市政にとって、この掃海

訓練の撤退は座視できるものではないと考えま
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す。円滑な訓練の実施に当たって、実施に至るま

での紆余曲折について市長はどのように受けとめ

ているのかお伺いいたします。

その２は、昨今海外派遣が続く大湊所在艦艇の

留守部隊への思いについてであります。従前から

約半年航程の遠洋訓練航海には、毎年のごとく参

加しております。最近では、この遠洋訓練航海と

は別に国際平和協力部隊として、より実際的な任

。 、務にも従事するようになりました 平成14年には

テロ対策特別措置法に基づくインド洋への補給支

援活動、今年10月に出航していったソマリア沖ア

デン湾における海賊対処部隊としての派遣等があ

ります。これらの行動は、必ずしも国内世論の合

意が形成されないままに派遣されたという実態

と、またある意味で危険との背中合わせの中での

過酷な勤務であり、隊員当事者は言うに及ばず、

送り出した留守家族の心労は察するに余りありま

す。さらには、留守中の家族の健康問題、成長過

程にある子供の教育不安等、頼りとする一家の大

黒柱不在の中での家族の重圧ははかり知れないも

のがあると推察いたします。当然送り出した留守

部隊では、隊員家族へのケアを行っていることで

しょうが、国際平和の名のもと、送り出される長

期海外派遣隊員が生活の根拠を置く地元自治体の

長として、留守家族の皆様に対する思いも格別な

ものをお持ちと考えますので、心情の一端をご披

瀝いただきますようお伺いいたします。

質問の第２は、新庁舎、旧庁舎の空きスペース

等の活用についてであります。９月24日の新庁舎

移転以来、今まで移転に絡む議論、経緯を顧みま

すれば、一転する印象を持つものであります。見

渡せる広いワンフロアの執務室、広い通路兼相談

スペース等執務環境が劇的に改善されておりま

す。また、玄関照明に配置された親切丁寧な案内

係、建物の照明もさることながら、職員の笑顔の

対応に宮下市長がかねてより提唱してきて、開か

れた市民重視の精神にあふれるむつ市役所が体現

されております。

私は、これまで庁舎移転に関してなされてきた

議論と、その結果を通じて考えまするに、案ずる

より産むがやすしの言葉がぴったりなのではない

かとの感を強く持つものであり、市民の声もまた

同様の意見に集約できます。これまでかかわりの

あった関係者、市職員各位に深甚なる敬意と感謝

を申し上げる次第であります。

さて、質問に入ります。その１は、新庁舎に未

整備のまま空きスペースとなっている部分の今後

の整備見通しについてであります。昨年の時点で

開放エリアの予算措置が凍結され、当初計画され

ていた整備案は白紙撤回のままであります。今後

どのような整備見通しになるのかお伺いいたしま

す。

その２は、交通の便、立地の好条件を生かした

道の駅的発想の空きスペース、開放エリアの活用

についてであります。空きスペースの活用につい

ては、これまで種々の議論がなされてきたわけで

ありますが、この２カ月程度の利用を見てみます

に、バイパスに臨んでいる土地の好条件を最大限

活用して、次の点を提案してみたいと考えます。

１点目は 「むつ市のうまいは日本一」精神を、

より一層促進するため、道の駅的機能を取り入れ

るべきではないでしょうか。具体的には、今ある

、 、農協の出店を拡充し 水産物を含めた第１次産品

。 、加工品を広く展示販売することです この視点は

近くにある民間スーパー等の民営圧迫などの視点

で考えるべきことではなく、類似店舗の集合によ

る集客効果がより一層期待できることに着目すべ

きです。地産地消を促すだけでなく、駐車場が確

保されていること、ショッピングセンターが市役

所に生まれ変わった意外性等から、市外観光客の

立ち寄り先としても有望であり、道の駅としての

将来展望も開かれるものと確信します。
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２点目は、西通り、恐山への経過幹線路線隣接

地として観光バス対策としての郷土史学習機会の

場としての活用であります。郷土の歴史、人物を

通じて郷土むつ市への誇りをアピールする場を提

供するものです。先史時代から中世、近代に至る

下北半島の位置づけ、斗南藩にまつわる歴史の変

遷等歴史的題材には事欠かないことでしょう。物

販と観光の場対策として有効と考えますが、市長

のご見解をお伺いいたします。

その３は、旧庁舎の活用であります。聞くとこ

ろによりますと、旧庁舎から分離している建物に

ついて、耐震、給配電等の課題があるやに聞いて

おります。そこで、部分利用の案はやめて、すべ

て更地にし、土地の最大利用を図ることを提案い

たします。更新計画を求められている市民体育館

の整備も急務であり、また武道館等の要望も市民

の間には根強くあります。これらのことを考え合

わせ、旧庁舎を細切れ使用するのではなく、広い

更地にしたうえでの有効活用について市長のご見

解をお伺いいたします。

質問の第３は、空き家、廃屋対策についてであ

ります。少子高齢化現象と都会に出ては帰らぬ若

者たち、後継者を失った農村、中山間地域では取

り残されたお年寄りたちがひっそりと暮らす限界

集落が出現し、かつては繁華街として栄えた街並

みにも空洞化の波が押し寄せております。これら

は、必然的に住む人を失った空き家、廃屋の出現

へと結びつくものであり、全国至るところでふえ

続けております。むつ市でも同様の事態は免れ得

ず、空き家が廃屋化して倒壊のおそれや強風によ

り屋根のトタン等がはがれ、舞い飛び、人体、器

、 。物に傷害 破損を与える危険すら否定できません

また、管理するものとてない庭木、敷地内の雑草

等は伸び放題で、地域住民の困惑、迷惑も想像に

かたくありません。これらの現状認識のもと、次

の３点につきお伺いいたします。

その１は、空洞化する地域の空き家、廃屋の実

態についてであります。むつ市内で現状空き家と

認定している数値、空き家率等についてお伺いい

たします。

その２は、廃屋化し、倒壊の危険にさらされて

いるにもかかわらず、長期にわたり放置されてい

る建物をなぜ解体できないのか。その阻害要因は

何かについてお伺いいたします。

手をこまねいているしかない自治体及び関係機

関、現状から推して空き家、廃屋は加速度的にふ

え続けることは必至であります。抜本的解決策の

ないまま永久に放置するのか、大いに疑問が残り

ます。

その３は、空き家が治安悪化をもたらすことで

あります。昨今むつ市内でも殺人、強盗傷害等の

凶悪犯罪が頻発しております。空き家の定義は無

人ということでしょうから、無人の家に入り込む

ことで生じる青少年犯罪等の起爆になり、また住

所不定者の侵入を容易にし、不審火による火災発

生にも結びつく懸念をぬぐい去ることができませ

ん。空き家がもたらす治安悪化について、市長の

お考えをお伺いいたします。

、 。以上 ３項目８点についてお伺いいたしました

細部につきましては、ご答弁をお聞きしたうえで

再質問、要望等をさせていただきます。

これで壇上よりの質問を終わります。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 浅利議員のご質問にお答え

いたします。

むつ市と自衛隊の関係についてのお尋ねの第１

点目、陸奥湾機雷船訓練及び掃海特別訓練の円滑

な実施についてであります。浅利議員ご承知のと

おり、さきの太平洋戦争末期において日本近海に

大量に投下された機雷は、日本の海上交通網を破

壊し、戦後復興を図る日本にとって非常に大きな
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障害となりました。このことから、島国日本にと

って海上交通の確保は至上命題であるとして、機

雷除去の重要性は昭和29年度に発足しました防衛

庁並びに海上自衛隊に受け継がれるとともに、自

衛隊法を基軸として練度向上を主たる目的に半世

紀にわたり定期的に掃海訓練を実施してきており

ます。また、昭和30年度からは日米両国の合同に

よる掃海特別訓練も実施し、これら訓練の成果は

平成３年のペルシャ湾機雷掃海において遺憾なく

発揮され、国際的に高い評価を得て今日に至って

いるところでもあります。

掃海訓練は 当陸奥湾におきましても 昭和39年、 、

度から毎年定期的に実施されてきており、平成

18年度に国と地元漁業者との協議が調わず、実施

できなかった時期はありましたものの、両者の長

年にわたる信頼関係の積み重ねによって継続され

てきたものであり、改めて関係各位のご努力に対

し、敬意を表するものであります。

浅利議員ご発言のとおり、掃海訓練の円滑な実

施は極めて重要であるとの思いは私も同じであり

ます。掃海訓練は、漁業者のご理解、ご協力のう

えに成り立つものであり、長期間の訓練に要する

食料等生活関連物資の調達や乗員の飲食等を含

め、地元経済に多大な貢献をされておりますこと

も紛れもない事実であると認識いたしておりま

す。

当該訓練の円滑かつ効果的な実施に当たって

は、国と地元漁業者との信頼関係、きずなといっ

た問題がまず根本的なものとして底流にあるだろ

うと思料するところであり、国と地元漁業者が改

めて意思の疎通をしっかりと図ることが要諦であ

ろうと認識しているところであります。幸いにも

今年度、国と地元漁業者が海上自衛隊大湊地方総

監部、青森県及びむつ市も交えた形で意見交換を

する場の設定が相互の共通理解のもとに約束され

たところであり、今後この場において国の運用ル

ールや当地域の操業実態を初め実情等について相

互理解、意思疎通が図られ、その積み上げによっ

て一つの形に集約していくのではないかと期待を

しているところであります。

いずれにいたしましても、今後において関係機

関等が掃海訓練の円滑な実施に向けて、持ち場持

ち場でお互いに努力することに尽きるであろうと

思うところであり、市といたしましても、できる

限りの後方支援をしてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解を賜りますようお願い申し上げま

す。

次に、ご質問の第２点目、ソマリア沖アデン湾

における海賊対処部隊等海外に派遣される隊員の

留守家族に対する市長の思いについてでありま

す。海上自衛隊は、四方を海に囲まれている我が

国の国土防衛とともに、貿易立国としての生命線

である海上交通を他国の侵略行為から保護すると

いう使命を担い、日夜厳しい任務に精励し、国民

の生命、財産を守っております。また、近年にお

いては湾岸戦争を契機として、それまでの活動の

枠を超えた積極的な国際協力が求められるように

もなり、平成４年６月の国際平和協力法、いわゆ

るＰＫＯ協力法の制定や、平成13年制定のテロ対

策特別措置法及び本年６月に制定された海賊対処

法等により国連平和維持活動への参加やインド洋

海上支援活動等新たな国際平和協力業務を目的と

する海外派遣も本格化してきているところであり

ます。

このような状況下にあって、このたびは海賊対

処法に基づき当大湊地方隊からも所属護衛艦「は

まぎり」が海上交通の保護という使命のもと、東

アフリカソマリア沖並びにアデン湾に横行する海

賊行為から日本に関係する船舶のみならず他国籍

の船舶をも護衛するという任務を担い、去る10月

６日大湊港を出航し、11月７日より赤道直下の過

酷な自然環境の中、各国と連携し、極めて緊迫し
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た任務を間断なく遂行されております。そのとう

とい使命を果たすべく、職務とはいえ遠い異境の

地において昼夜を問わず任務を全うしておられる

ことを誇りに思うとともに、隊員各位初め関係機

関ご家族の皆様には心から敬意を表したいと存じ

ます。同時に、陰に陽に支えとなっておられるご

家族の心中も察するに余りあるものがございま

す。

10月６日の出航の際には、私も見送りに参りま

したが、300名を超えんとする見送りの方々が涙

ながらに呼びかけていたお姿が脳裏から離れませ

ん。隊員の方々におかれましても、大いなる志と

ともに、後顧の憂いをあわせ持つ旅立ちであった

ものと拝察し、複雑な思いの中で武運長久をお祈

りいたしたところであります。

浅利議員ご発言のとおり、ご家族の不安なお気

持ちを少しでも和らげる心のケアは大事なことと

、 、なってまいりますが 大湊地方総監部においては

、 、 、このことに関して 去る12月５日 ご家族に対し

隊員の現地での活動状況の放映やレクリエーショ

ン等も交えた激励会を催したところであります。

、 、その切には 私も映像によるメッセージを添えて

ねぎらいと励ましの言葉を申し述べるとともに、

お子様の教育問題やご家族の健康不安等に係る市

の相談体制についてもあわせてご紹介をさせてい

。 、ただいたところであります 今後におきましても

大湊地方総監部とも協議をしながら、いろいろな

機会をとらえて、できる限りのかかわり方につい

て配慮していく考えにありますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、新庁舎、旧庁舎の空きスペース等の活用

についてのご質問にお答えいたします。先ほどの

浅利議員のご質問の話の中で、市民重視の精神に

あふれるむつ市役所が体現されているという大変

お褒めの言葉をいただきました。移転から２カ月

半が過ぎましたが、私も新しい執務環境で職員の

市民への対応が非常によくなったこと、また職員

の業務意欲の向上が見られることをひしひしと感

じておりますし、実際市民からのお褒めの言葉も

いただいておりまして、新庁舎に移転して本当に

よかったと感じているところでございます。これ

も建物、土地取得から始まりました議員の皆様、

そして市民の皆様のご協力のたまものと改めて感

謝申し上げる次第でございます。

、 。では ご質問への答弁に入らせていただきます

まず、新庁舎空きスペースの今後の整備見通し

についてでありますが、現在のところ残念ながら

整備計画をまとめる時期及び整備の時期ともに明

言できる状況にはございません。先ほどのご質問

の中で開放エリアをキッズプラザやワークプラザ

として子育て支援や各種団体の活動支援の場とし

て整備していくという当初計画されていた整備案

は白紙撤回のままであるというご発言がございま

したが、この案は整備案の一つとしてまだ保留と

なっているという認識でございます。ただ、子育

て支援関連施設の展開、また各種文化団体等の活

動支援や育成という観点から、それぞれ再度施策

としてのプライオリティーをその有効性から検討

し直す必要がありましょうし、整備するとしても

開放エリアにこだわることなく、その場所及び経

費と財源をさらに練り上げる柔軟な対応が必要で

あると考えております。

また、さきの新谷功議員のご質問においてお答

えいたしましたように、一度立ちどまったわけで

すので、このうえは旧庁舎跡地の利活用ともリン

クさせて、総合的に判断していく手順が望ましい

という考えに至っておりまして、性急に開放エリ

ア部分の整備のみ行うことは拙速を生むと思って

おります。財源に関しましても、整備内容によっ

ては有利な起債を利用できる場合もありますの

で、市民の賛同を得られるものを周到な計画を持

って整備していく所存でございますので、ご理解
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賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、交通の便、立地の好条

件を生かした道の駅的発想の空きスペースの活用

についてのご質問にお答えいたします。最近は、

地元で生産されたものを地元で消費するという地

産地消が定着し、全国各地に産地直売所が開設さ

れ、安全で新鮮な農水産物を求める多くの消費者

から好評を得ております。私が掲げる「むつ市の

うまいは日本一」を進める一つとして、まず市民

の方々にむつ市の農林水産物を知っていただき、

利用していただくために、はまなす農業協同組合

にお願いし、ＪＡ産直プラザを出店いただいたも

のであり、まず初めに地元の人たちの食の玄関口

になってもらいたいとの思いを込めたものであり

ます。

開設からの状況を見ますと １日当たり約200名、

程度のご利用をいただいており、物産を提供する

農家の方々や消費者の方々からも好評を得ており

ます。一方で、野菜主体の商品構成であることか

ら、品ぞろえの不足感が感じられ、農閑期になり

ます冬の間をどのように運営するかなどの問題も

出されております。これに対応するため、水産物

を含めた品ぞろえを検討中と伺っており、今後に

期待をいたしておるところであります。

このような状況から、スペースの活用について

はさらに検討を要するものと思われます。また、

観光や物産、あるいは郷土史学習機会の場という

観点からは、むつ来さまい館や下北観光物産館に

その機能を持たせ、提供いたしておりますことか

ら、ご理解賜りたいと思います。

次に、更新計画を求められている市民体育館や

武道館整備については、教育委員会より答弁いた

します。

次に、空き家、廃屋対策についてであります。

議員仰せのとおり、近年少子高齢化あるいは核家

族化と相まって、市街地への住宅の集中に伴う過

疎化など、空き家、空き倉庫といった廃屋が増加

しており、大変苦慮している状況にございます。

殊に空き家がもたらす青少年犯罪、火災発生など

の治安悪化の懸念については、地域の住環境をも

著しく害しており、早急な対策が望まれるところ

でありますが、現行法の中では対処が難しく、手

をこまねいているのが実情であります。当面は警

察、消防などの関係機関と連携をとり、パトロー

ルなどの防犯防災活動の一層の強化を図ってまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

空き家の実態については、防災調整監から説明

をいたします。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（牧野正藏教育長登壇）

〇教育長（牧野正藏） 浅利議員のご質問にお答え

いたします。

老朽化した市民体育館の改修につきましては、

長年にわたりまして、多くの利用者からご意見や

要望をいただいているところでありますが、教育

委員会といたしましても、ぜひとも改修したいと

の意向を持っているところであります。しかし、

ご存じのとおり、現在子供たちの安全、安心を最

重要課題として多額の予算を投じて学校建設、耐

震改修、大規模改修を進めさせていただいている

ところでもあります。

体育施設につきましては、各地区にある施設の

状況なども考慮に入れながら、むつ市全体として

の体育施設のあり方等を検討し、事業計画を策定

した後に市長部局と協議をしてまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 防災調整監。

〇総務部理事防災調整監（岩崎金蔵） 浅利議員の

空き家、廃屋対策について、市長答弁に補足説明

させていただきます。

、 、ご質問の第１点目は 空洞化する地域の空き家
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廃屋の実態について、空き家として認定している

数値と空き家率についてでございます。市として

独自に空き家、廃屋を調査、認定するというよう

なことは行っておりませんが、総務省統計局が人

口１万人以上の市町村を調査対象として５年に１

回実施している住宅土地統計調査によりますと、

公表されております直近の平成15年度の賃貸用住

宅を含む数値では、旧むつ市で１万8,230戸の専

、 、用住宅に対して 3,400戸が空き家となっており

約19％の空き家率となっております。ただし、こ

の空き家がすべて廃屋となっているわけではあり

ませんので、ご理解願います。

２点目の廃屋化し、倒壊の危険にさらされてい

るにもかかわらず長期にわたり放置されている建

物をなぜ解体できないのか、その阻害要因は何か

、 、についてでありますが 廃屋同然の建物とはいえ

その所有者の財産として所有権が存在する以上、

本来所有者が責任を持って解体処理をするべきも

のであり、市が公費を投入して解体処理をすると

いうことは、その所有者に対して利益を与えるこ

とになり、市が関与することはなかなか難しい現

状にございます。台風、強風時などの緊急時は、

危険度の度合いにより消防職員が危険回避の手段

として応急処置としての補強等をし、対応いたし

ております。その後、所有者に連絡するわけであ

りますが、連絡いたしましても音さたなし、中に

は相続関係者が遠方に分散していて連絡がとれな

いものもございます。

また、災害対策基本法第59条では、市町村長の

事前措置として 「災害が発生するおそれがある、

ときは、災害が発生した場合においてその災害を

拡大させるおそれがあると認められる設備又は物

件の占有者、所有者又は管理者に対し、災害の拡

大を防止するため必要な限度において、当該設備

又は物件の除去、保安その他必要な措置をとるこ

とを指示することができる」とされておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） ありがとうございました。

それでは、個々の質問について再質問、要望等を

させていただきます。

まず、質問１点目のむつ市と自衛隊の関係につ

いてでありますけれども、いろいろご説明もあり

ましたが、再度お尋ねします。

訓練海面の合意に至る手順について説明をお願

いしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 訓練海面の設定の合意に至

る手順というふうなお尋ねでございますけれど

、 、 、も 東北防衛局のお話によりますと むつ市漁協

田名部漁協、平内町漁協、野辺地町漁協など陸奥

湾沿岸の７漁協に対しての調整、そして内諾及び

書面手続等があるというふうなことを伺っており

ます。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） 掃海訓練の円滑な実施の関

連につきましては、市長におかれてはいろいろご

尽力をいただいておりますことは十分に理解して

おります。今後とも地域活性化、漁業振興の観点

からも継続して安定した掃海訓練の実施に向かっ

て、側面から特段のご配慮をお願いしたいと要望

しておきます。

次に、同じ自衛隊関連ですけれども、ソマリア

沖アデン湾海賊対処の留守家族に対する市長の思

いで、派遣された海域では日常的に海賊行為が頻

発しておりまして、先日の報道にも大型タンカー

が乗っ取られたという報道もありました。大湊か

ら派遣された艦艇は、ソマリア沖等で毎日海賊と

対峙しながら民間船舶を警護しているわけですけ

れども、警護の実績を入手、わかっているのであ

ればお知らせいただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 企画部長。
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〇企画部長（阿部 昇） 派遣された艦艇の現地に

おける警護の実績ということのご質問でございま

すが、防衛省並びに海上自衛隊のホームページ上

で、派遣部隊の護衛実績が逐次公開されておりま

すので その情報をもとにお話を申しますと 11月、 、

分の護衛実績は、回数が９回、護衛隻数が74隻と

いうふうに報告されているところでございますの

で、ご理解をいただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） この９回の74隻という数字

が非常に回数の多い数字だと思うのですけれど

も、派遣部隊の活躍は、とりもなおさず留守部隊

の心配に比例しているわけであります。先ほど留

守家族に対する市長の思いは披瀝していただきま

したけれども、またビデオレターでメッセージも

伝えていただいたということであります。宮下市

長の派遣部隊及び留守家族への思いには深謝をい

たします。

次に、質問の第２の新庁舎、旧庁舎活用関連で

再質問等させていただきます。まず、いろいろ説

明いただきましたけれども、再度確認をしたいと

思います。新庁舎、旧庁舎の空きスペースの活用

について、具体的にどのような会議その他検討を

加えたのか、改めて確認したいと思います。

また、移転後実際に使用してみて２カ月たった

わけですけれども、再検討の余地があると考えた

ものはないのかお尋ねいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 新庁舎の開放エリアの整備

につきましては、子育て支援、そしてまた各種団

体活動の支援施設というふうなことで、整備案は

保留をいたしております。そして、その代替案、

そういうふうなものは、具体的な検討は今まだ行

っておりません。つまり先般議案審議の中でもお

話をさせていただきましたけれども、旧庁舎の耐

震、そういうふうなものも調査をいたしまして、

総合的な判断をしていかなければいけないと、こ

のような思いを今いたしているところでありま

す。

移転後のお話ですけれども、新庁舎、平均して

大体700名程度の市民のお越しをいただいており

ます。この玄関先で受け付けの際に、広報広聴課

のほうでさまざまご意見、苦情をまとめておりま

す。そして、それを踏まえまして、各スペースの

改善策等を今現在講じているところであります

し、また新年度から部の再編、組織の再編という

ことがありますので、それらを見据え、また案内

板の表示の仕方だとか、そういうふうなところを

今検討を重ねているところであります。

また、その中には物理的工事というふうなもの

も若干必要なところがございました。会議室、書

庫、倉庫、こういうふうな形の利用関係でも、物

理的な改善を講じる必要が認められる部分も出て

きておりますので、今後の開放エリアの整備内容

にも配慮していかなければならないものがない

か、検証をいたしているところであります。

、 、旧庁舎のほうにつきましては 公共的機関から

先般もお話をいたしましたけれども、貸してくれ

と、利用したいというふうな貸与の要望もありま

す。北、東庁舎の利用については、現在かつての

むつ市社会福祉協議会の場所で、新型インフルエ

ンザの診療を受け付けるというふうな形で利用し

ておりますし、そういうふうなことを総合的に、

またその前に耐震診断を実施しまして、どういう

ふうな使い道が最良であるかということを踏まえ

まして、市民の皆様方、また議会のご意見等を伺

いながら、総合的に判断をしていく場面が出てく

ると、このような認識でございます。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） ありがとうございます。

それで、道の駅的発想の件について再度お尋ね
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したいと思いますけれども、実は地域の条件が違

うというものの、東京都の八王子市では市の職員

が主導して、地元農家の産品を地産地消する道の

駅が大盛況しているという報道がありました。こ

のことについて、市長はどういうお考えをお持ち

でしょうか。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 東京都八王子市の道の駅

についての感想についてご説明させていただきま

す。

平成19年４月、八王子市に東京都では初めての

道の駅として八王子滝山が開設されましたが、こ

の道の駅に大型の農産物直売所を併設するに当た

り、八王子市農林課ではＪＡやＪＡ婦人部等に対

して総菜や乳製品の販売コーナーの設置など、さ

らに農家約200戸に対して農産物の供給の働きか

けや話し合いを進めて、現在では新鮮な野菜を安

く買えてとても重宝しているなど、消費者に大変

喜ばれていると伺っております。道の駅を含めた

直売施設は、マーケットのリサーチや生産者等の

意識など、広範囲にわたっての情報収集や関係団

体等との調整が必要なこととなります。八王子市

と同様の取り組みは各地で行われており、このこ

とは産直施設の設置のみならず、各種の施策を進

めるうえでは行政と地域住民との協働や関係団体

等との連携が欠かすことのできないものであり、

今まで以上の取り組みを進めなければならないも

のと認識いたしております。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） ありがとうございます。

要望しておきます。せっかくの新庁舎でありま

す。市民のために本当の意味で活用してほしいと

願うものであります。

空きスペースの活用という観点からすれば、ま

だまだいっぱいあるわけです。例えば現在市政だ

よりで行政について市民に対して周知を図ってお

りますけれども、これもまだ不徹底、周知するま

でには至っていないと私は考えております。来庁

する市民に対して、行政分野ごとに行政展示、開

設の場を設定することも必要と考えますので、要

望しておきます。

次は、質問の３の空き家、廃屋対策関連につい

て、なかなかできないと、いろんな法律の制限が

あるということはわかっておりますけれども、あ

る地方の例をご紹介しておきます。

富山県のある市では、倒壊など周囲に危険を及

ぼす可能性が高い空き家を対象に、土地、建物を

市に寄附することを条件として公費で解体してい

ると。また、全国的に見ると、空き家バンクなる

ものを運営する自治体がふえているとの新聞報道

もあります。空き家の貸し出しや売却を希望する

住民と移住希望者を仲介するのでありますけれど

も、これらの自治体のように、抜本的に、積極的

な対応に期待しておりますけれども、市長のお考

えはいかがでしょうか。

〇議長（村中徹也） 防災調整監。

〇総務部理事防災調整監（岩崎金蔵） 空き家対策

についての再質問でございますが、全国的に見ま

すと、市が所有者に一定の条件を付して、土地と

空き家の寄附または無償譲渡を受ける制度を実施

している自治体もございます。先ほど浅利議員が

おっしゃった自治体は、恐らく富山県の滑川市の

ことだと思いますけれども、ここでは実施要綱を

策定しておりまして、寄附等の一定の条件を付し

ながら、そういう対策をとっているということで

あります。しかしながら、一定の条件とは、家屋

の解体に経費がかからない木造住宅で老朽危険空

き家であること、空き家の所有者が市に土地と家

屋を寄附または無償譲渡すること、空き家を解体

後整備した公共空間を町内会など地元住民で日常

的に維持管理できるもの等でありますが、実際に

は条件を満たす事例ばかりでなく、むしろ所有者



- 199 -

が行方不明あるいは公共的利活用が難しく、仮に

整備したとしても、市にとってメリットがないと

いうふうな環境整備、また環境整備の過重負担、

これは解体に多額の経費を要するということか

ら、過重負担となる事例のほうが多いのではない

かと存じます。

また、空き家バンクについてでありますが、定

住促進や都市住民との交流拡大により人口を増加

させ、地域の活性化を図る事業であります。この

空き家バンクは、空き家を売却、または貸し付け

したい所有者が空き家の登録の申し込みをし、ホ

ームページなどで掲載して情報をインターネット

で周知するバンク制度でございます。中には、県

宅地建物取引業協会と県及び市町村が協定を交わ

し行っているところもございます。この方策につ

きましても、空き家が増加する人口減少傾向が進

む地域でも果たして機能するかどうか、課題もあ

るかと思いますが、いずれにいたしましても、空

き家、廃屋対策に本腰を入れて取り組まなければ

ならないものと考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） ありがとうございました。

本日の東奥日報に本県の老年人口、これは65歳

以上の占める割合のことですけれども、市民高齢

化率が25.4％を突破したとあります。加えて年少

人口、これはゼロ歳から14歳までですけれども、

12.9％で、人数、割合とも減り続けていると、少

子高齢化の進展傾向がくっきりあらわれたとあり

ました。先ほど来いろいろご説明いただきました

けれども、現状での少子高齢化社会における空き

家急増の実態について、市長はどのような忌憚の

ない意見をお持ちか、そこら辺をご披露いただき

たいのですけれども。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 空き家の問題は、今防災調

整監から、対策はやはり非常に難しい部分も、空

き家バンクだとか、そういうふうな部分の答弁が

ありました。それでもやはり空き家の部分は対応

が、さまざま法的な部分もクリアをしていかなけ

ればいけない、そういう部分は認識を深めている

ところでありますし、研究もしていかなければい

、 。けない このように思っているところであります

少子化との関連の中で、これまで今定例会の中

で少子化をどういうふうにするのかというふうな

ご質問もございました。そして、その少子化の対

策とすれば、まず子育て支援の体制、これは行政

としてしていかなければいけない。そしてまた、

生産年齢人口、これをいかにこのむつ市にとどめ

ておくのかというふうな政策、これも展開してい

かなければいけない。昨日大湊高校の３人の生徒

の皆さんが議場に入って傍聴したわけでございま

すけれども、できるだけ彼らみたいな高校生が地

元に定着できるようなこと、そういう政策を行政

として進めることで、ここから離れていく、流出

していく人口をいかに抑えていくかということに

よって、将来の空き家、そういうものが少しずつ

でも解消されていくのではないかと、このような

期待を寄せているところであります。つまり少子

化と、そして流出する人口をいかに、少子化はお

子さんたちが住みやすいまちにする、そしてサポ

ートをしていくというふうな部分、そして流出を

いかに防いでいくのか。そういうふうなところに

意を用いた政策の展開が必要であると。そのこと

によって、空き家等も少しずつ減少していくので

はないかと。しかしながら、現在ある空き家、こ

の部分についての処理の仕方、措置の仕方は非常

に困難な案件がいっぱいあるというふうなことで

ご理解をいただきたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） ８番。

〇８番（浅利竹二郎） ありがとうございます。

いろいろ難しいことは重々理解をしているわけ
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ですけれども、ただこのまま放置するわけにもい

かないという認識も皆さん一緒だと思います。

それで、手をこまねいているだけではなく、新

たな現状認識で対処いただくことを要望しまし

て、一般質問を終わります。ありがとうございま

した。

〇議長（村中徹也） これで、浅利竹二郎議員の質

問を終わります。

午前11時５分まで暫時休憩いたします。

午前１０時５３分 休憩

午前１１時０５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎澤藤一雄議員

〇議長（村中徹也） 次は、澤藤一雄議員の登壇を

求めます。１番澤藤一雄議員。

（１番 澤藤一雄議員登壇）

〇１番（澤藤一雄） 大畑町選出の澤藤でございま

す。むつ市議会第202回定例会に当たり、通告に

従って一般質問をいたします。

政権が交代しました。選挙前からくすぶってい

た政治と金の問題が顕在化して、せっかくの民主

党政権に暗雲が垂れ込めていることと、外交、防

衛政策や経済情勢のさらなる悪化に即応体制がと

れるのか、大きな不安を感じながらも国民は、憲

政以来初めて官僚支配の無駄遣いに切り込んだ事

業仕分けに留飲を下げています。今こそ官僚天国

からの脱却が求められているのであります。

質問の第１は、公共事業の方向性についてであ

ります。八ッ場ダムに象徴される新政権の公共事

業見直しが行われようとしています。必要性のな

いものをずさんな計画で役人の天下り先の確保と

ゼネコンの利益追及と工事への口きき料として政

治家に巨額の政治資金が環流する、税金を無駄遣

いするシステムであります。つくることだけが自

己目的化し、自然環境を破壊して生態系に壊滅的

なダメージを与えながら延々と続く、完成後も継

続的な管理費を必要とするなど、国、地方におい

ても財政の圧迫要因となっています。

旧大畑町では、昭和60年代、県当局において飲

料水や農業用水の供給、河川のはんらん対策とし

て大畑川ダム建設計画が持ち上がり、数年にわた

って建設に向けた測量が行われましたが、飲料水

も農業用水も余っていることに加えて、平成10年

９月、台風５号の洪水が河川のはんらんではなく

陸水、内水はんらんであることが判明したことか

ら、まちづくり集団の呼びかけで建設省や大学の

研究者、むつ土木事務所関係者とワークショップ

を重ねて大畑町はダムによらない治水を選択いた

しました。

また、大畑漁港と同じ規模の二枚橋漁港建設計

画も持ち上がりましたが、沿岸域を埋め立てるこ

とにより漁業資源が壊滅的な影響を受けると予想

されることから、漁業者の反対もあって、これも

まちづくり集団により水産庁関係者も参加する研

究活動を通じたセッションで計画を断念していた

だきました。目的もはっきりしないこのような大

型の公共事業は、森林や海岸の生態系を破壊し、

林業や漁業に甚大な被害をもたらすだけでなく、

賛否をめぐって地域住民の間に根深い対立を惹起

し、国及び地方団体の財政に大きな影響を及ぼし

ます。しかし、地方にあっては土木建設業により

生計を支えられる住民が多く、公共事業は地域経

済を支える重要な産業であります。当市では、現

在快適な市民生活と公共水域の水質保全の目的か

ら、公共下水道の整備が進められていますが、平

成20年度 下水道事業特別会計決算では 歳出15億、 、

9,000万円のうち工事費が６億5,000万円、借入金

の返済額が７億2,000万円、これを歳入では国庫
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補助金２億7,000万円、一般会計からの繰入金５

億1,000万円、一部負担金及び使用料が１億

2,000万円、借入金６億6,000万円で賄うという借

入金の返済額に限りなく近い新たな借金をしてい

ます。民主党政権は、下水道事業について、採算

が度外視されてきた、事業の見直しは地方財政再

建の核心と位置づけて公共下水道からの撤退を目

指しているといいます。国の補助金廃止や起債が

認められないとすれば、事業の継続は困難になり

ます。公共事業のあり方として、自然環境を壊さ

ず、市民の皆さんが毎日の生活の中で最も望んで

いる道路や側溝などのインフラ整備をすべきであ

ります。

以上のことから、次の３点について質問いたし

ます。１つ、川内ダムの目的と効果について。１

つ、公共下水道の将来見通しについて。１つ、市

道と消・流雪溝の整備について市長の考えをお尋

ねいたします。

質問の２は、10月30日、議会に報告された当市

の公金着服事件の再発防止対策についてでありま

す。次の日の新聞には、市長と理事者の方々が謝

罪する大きな写真が掲載されました。全国の地方

自治体や外郭団体等で不正経理や公金横領、そし

て当市の公金着服事案、そのほとんどが損害額の

弁済を理由に刑事告発が見送られ、うやむやにさ

れて、また同じような事案が再発するという繰り

返しであります。再発を防ぐためには、徹底した

原因の究明と対策の策定が必要であります。この

ような見地から、このたびの事案をどのように教

訓としたのか。１つ、検証と対策はどのようにな

っているのか。１つ、責任の所在と処分は適正だ

ったのか。１つ、庁舎の人事配置と業務の実態を

把握しているのか。

以上、前向きかつ簡潔な答弁をお願い申し上げ

まして、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 澤藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、質問の第１点目、政権交代と公共事業の

あり方、方向性についての第１点目であります。

川内ダムの目的と効果についてでありますが、以

前の川内川はほとんどが原始河川のままで、古く

よりたびたび水害の被害を受けており、昭和41年

からは毎年のようにはんらんを繰り返してきた経

。 、緯があります 特に昭和44年８月の台風９号では

家屋浸水425戸、水田冠水380ヘクタールの被害を

受けました。このため青森県では、抜本的な治水

対策として、川内町中心部より約20キロメートル

上流に川内治水ダムを建設、平成５年には本体が

完成し、流域内の住民の生命、財産を守るととも

に、洪水調整を行い、かんがい用水等が安定的に

供給されることとなり、所期の目的が遺憾なく発

揮されていると考えております。結果、ダム完成

後、洪水の発生はございません。

また、澤藤議員、自然環境、そして生態系につ

いて発言されておりますが、ダム完成後、ダム湖

の水が茶色に変色したことで下流に漁業権を持つ

川内内水面漁協より原因究明の要請があり、ダム

湖の水質調査を行い、最終的に枯れ葉などが分解

される途中でつくられる腐食物質が蓄積するため

と結論づけられております。なお、現在はダム湖

の水が変色する状況は発生しておりません。

また、前回の議会で工藤孝夫議員が質問されま

したダム下流での奇形魚、これにつきましては、

その後各関係機関と協議を重ねた結果、検査機関

では奇形魚を生きたままで調査したいとの意向で

捕獲を２度ほど試みましたが、捕獲できなく、地

元の人の話だと、時期が過ぎたのではとのことで

あり、時期を見て再度挑戦して、原因の究明に努

めたいと思っておりますので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。
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次に、ご質問の２点目、公共下水道の将来の見

。 、通しについてでございます 市では現在むつ地区

大畑地区、川内地区で下水道整備を進めておりま

すが、下水道普及率は整備の完了した脇野沢地区

を加えましても14.4％と全国の公共下水道普及率

72.7％に比べ、依然として整備がおくれている状

況であります。議員ご質問の公共下水道の将来見

通しにつきましては、先日行われました行政刷新

会議の事業仕分けにおきまして、地方に財源を移

し、自治体が下水道整備の必要性を判断する環境

を整えるべきだと判定されておりますものの、現

段階ではその内容につきまして不明な点が多く、

冷静に成り行きを見守り対処しなければならない

ものと考えております。

また、県では平成22年度から平成23年度までの

予定で青森県汚水処理施設整備構想の見直しをす

ることとしております。これに伴い、来年度中に

は見直しに対する県の基本方針が示されますの

で、この方針をもとに、市では平成23年度までに

は公共下水道の整備計画区域を大きく見直す予定

となっております。

見直しの内容につきましては、人口減少や高齢

化などの社会情勢の変化、さらには経済性を考慮

し、浄化槽での整備が有利であると判断された地

区は公共下水道の整備計画区域から除く予定であ

ります。議員ご指摘のとおり、公共下水道事業は

初期投資の大きな事業のため公債費等で財政を圧

迫しており、財政状況を考慮した整備計画となら

ざるを得ませんが、いずれにいたしましても、公

共下水道は住民の快適な生活環境を創造し、安全

安心な暮らしを実現する極めて重要な都市基盤施

設であり、整備の速度は減速するものの、今後も

公共下水道の整備は進めていかなければならない

ものと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

３点目の市道と消・流雪溝の整備についてのご

質問であります。公共事業のあり方として、自然

環境を壊さず、市民が毎日の生活の中で最も望ん

でいる道路や側溝の整備をすべきとのことであり

ますが、従来から市道を中心に道路整備や側溝整

備については計画的に実施してきておりますし、

今後とも順次進めてまいりたいと考えております

ので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、公金着服事案の検証と再発防止対策につ

いてのご質問にお答えいたします。まず、検証と

対策はいかにとのお尋ねでありますが、まさしく

今回の事案については、対岸の火事と思っていた

まさかの不祥事が当市において発覚した事案であ

り、私が市長に就任して初めての事案ということ

で、議員各位に対して行政報告をいたしました当

日の10月30日に即刻下北地域広域行政事務組合の

職員も含めた課長級職員を集め、かかる不祥事が

二度と起きないよう市民の皆様方の信頼を回復す

るべく、さらには公務員としての自覚と緊張感を

持って業務に当たるよう私から強い口調で訓辞を

行ったところでありますし、あわせて副市長から

も綱紀粛正の徹底についての訓辞も行ったところ

であります。さらには、全職員に対しても同日庁

内ＬＡＮにおいて厳正かつ責任のある公金管理を

行うよう周知を促しております。

また、11月５日には、念のため現状把握を目的

とした公金及び準公金の取り扱いに係る調査を各

所属長あてに依頼いたしまして、現在はその調査

結果を精査中であります。一部経過報告を申し上

げますと、市の歳入及び歳出に直接的にかかわる

純粋公金については、市の財務規則に基づき、総

じて適切な対応を実施しているものと認識してお

ります。一方、今回の不祥事と類似した所掌事務

等に関係する各種関連団体で取り扱っている準公

金については、実質100以上の団体に係る現金を

市職員が事務局として管理していることから、そ

の精査についてはまだ時間を要しております。
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１つの課において複数の関連団体を抱えている

ことから、若干の課題が散見されておるようです

ので、これについては12月中旬以降に改めて各所

属長から事情聴取を行ったうえで、速やかに適切

な是正等を求めていく予定であります。

公金管理マニュアルを作成している他自治体の

事例もありますが、当市の場合は通帳や印鑑を保

管する備品類が一律でないことや、それぞれの分

庁舎における管理上の事情もありますことから、

チェック体制も含めまして、まずは環境に見合っ

た是正を求めていくことから始めたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

また、かかる不祥事の発生については、公金の

管理体制にも、その原因がありましょうが、基本

的には職員個人の公務員倫理によるところも否定

はできないものであり、複層的な要因が重なって

発生したものと考えます。ましてや今回のような

公金着服という事案については、社会的常識から

も決して許されない事案であることからして、災

害は忘れたころにやってくるという故事にあやか

れば、これを教訓として改めて市職員として常日

ごろから気を引き締めなければならないものと強

く認識しております。

また、今回の事案については、当該本人からの

申告がなければわかり得なかったことから、大畑

庁舎の管理職員の責任も免れないものと判断し、

複数の管理職員をも懲戒処分の対象にいたしまし

たが、これは行政上の組織機構においては至極当

然の措置と考えております。

当該本人の処分については、改めて言うまでも

なく、地方公務員法の趣旨はもとより、むつ市職

員の懲戒処分の指針を参照しながら、むつ市職員

懲戒等審査委員会の審査を経たうえで厳正な処分

を決定いたしましたので、処分内容は適正なもの

と考えております。

次に、庁内の人事配置と業務の実態について把

握しているのかとのお尋ねであります。これにつ

いては今回の不祥事が偶然にも大畑庁舎において

発生したことから、澤藤議員の大畑庁舎の職員体

制を案じての趣旨であると存じますが、私を初め

とする四役と、部長級職員でもって構成されてい

る毎月の庁議の場においてはもちろんのこと、各

分庁舎の所長とは庁議終了後においても特に時間

を割いて、現在急を要するような懸案事項はない

か、あるいは市民に対する対応の中で何か問題を

抱えていないかなどの率直な意見交換と事情聴取

を行っており、定期的に一定の情報収集と実態把

握に努めております。無論大畑地区に寄せる澤藤

議員の熱い思いからすれば、満足のいかない、行

き届かない点も多々あろうかとは存じますが、そ

ういう意味からして、今後とも大畑庁舎のみなら

ず、各分庁舎の情報収集と実態把握についてはあ

くまでも市民目線を忘れずに、報告、連絡、相談

を一層緊密にしながら、迅速な対応とかゆいとこ

ろにまで手の届くようなきめ細かな市政運営を心

がけてまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） １番。

（ ） 。〇１番 澤藤一雄 再質問をさせていただきます

まず、川内ダムについては、かんがい用水とし

、 、て利用されて そして昭和44年の台風９号の被害

、 。甚大な被害があって 地元の要望で建設されたと

そして、洪水が防がれて効果が上がっているとい

うふうなご答弁でございました。そして、淡水魚

の奇形の問題については、捕獲ができていないと

いうことで、今後そういう調査をなさるようです

けれども、完成当初に赤潮が発生したというよう

な事案、水が褐色に変色したというような事案が

あって、これは腐葉土等が原因だということでご

ざいまして、ダムというのは何年たっても有機物

がダム内で腐敗して水質を悪化させるというよう

な作用を持っているものでありまして、それと比
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較いたしまして、洪水対策等有効であるというよ

うなことでございますので、それはそれでいいの

かなと、こう思います。

次に、下水道の関係でございますけれども、平

成23年度までに見直しをすると。浄化槽で対応で

きるものについては、その浄化槽に振りかえてい

くというようなことでありましたので、そういう

方向性、ぜひ進めていただきたい。と申しますの

も、非常にこの分担金、受益者負担金、この未納

が多いというようなことでございまして、監査委

員の指摘にもあるわけでございます。そして、そ

の原因といいますか、その現場でどういうことが

起こっているかというと、年金暮らしの単身の高

。 、齢者の方のところも配管されたと 借地に住んで

もう自分でこのうちは使わないと、だれも来ない

というような方も、つなぐ予定もないのに受益者

負担金を払わなければならないというような状況

があるので、払えない状況があるわけです。そう

いう意味では、減免制度がほとんどないと。延滞

金も取っていないようですので、それは当然のこ

とではありますけれども、そういう払える見込み

のない方々のところにも配管されると、受益者負

担金を払わされるというようなことで、非常に市

民にとってもつらい話です。

そしてまた、今行われている工事についても、

補助対象外の延長管といいますか、配管もされて

いるというような現実もあるようでございますの

で、この平成23年度の見直しで公共下水道から浄

化槽方式に、もし具体的にどういう浄化槽方式で

いくのかというような考えがございましたらお知

らせいただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 澤藤議員のご質問にお答

えいたします。

まず初めに受益者負担金、分担金の件でござい

ます。受益者負担金、分担金につきましては、今

景気の長期低迷に伴い、納付率も低くなってきて

おり、納付率を上げるために戸別訪問等を行い、

下水道や負担金、分担金の趣旨を説明し、納付に

ついての相談を行ってきております。特に大畑地

区につきましては、合併前から規則により土地が

空地であるとき、または建物に給水装置を設置し

ていないときは徴収が猶予されております。

負担金、分担金の納付方法につきましては、通

常５年に分割し、納付していただくことになって

おりますが、各ご家庭で事情が異なりますことか

ら、必要があると認めるときは個別に納期を定め

ることができることになっておりますので、徴収

猶予や減免の規定もあり、下水道課では納付につ

いての相談を随時受けておりますので、ご相談い

ただきたいということでございます。

次に、補助対象外の工事の話でございます。下

水道事業は、国庫補助対象となる施設の範囲がご

ざいまして、管渠工事では自治体の規模により予

定排水区域の面積が定められており、これにより

補助対象事業と単独事業が区分されております。

事業を行うためには、必ず補助事業と末端環境を

整備する単独事業で施行することになりますの

で、単独事業というものが出てまいります。

次に、浄化槽の件でございますが、浄化槽整備

の区域促進特別モデル事業というのがございま

す。これは、５つほどあるのですけれども、当市

では対象になっておりません。しかしながら、市

で対象とする事業はないものの、現在当市で行っ

ておりますむつ市浄化槽設置整備事業補助金とい

うもので対応しておりまして、市街地のように密

集している部分では下水道が有効であると。それ

から、漁業の集落、農業の集落のあるところでは

集落排水が有効であると。それ以外の部分では浄

化槽が有効であるというふうに考えておりますの

で、そのような形で進むものと考えております。

〇議長（村中徹也） １番。
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〇１番（澤藤一雄） ありがとうございます。

先ほどから申し上げていますけれども、財政に

も市民にも非常に負担があるということで、その

辺はいろいろ配慮をして、計画の見直しもしてい

ただきたいと、このように思います。

次に、私壇上で市道の整備と、それから消・流

雪溝の整備というふうに申し上げました。なかな

か市道に認定していただけないというようなこと

もございますし、行きどまりの市道もあるわけで

ございまして、その辺はなかなか舗装をしていた

だけない。それから、当然冬期間には雪の問題が

発生しているわけで、毎日の生活が冬は特に大変

だというような事情がありますので、市道の整備

と、それから消・流雪溝の整備、今の経済対策等

で市町村道の整備に充てるというような案もある

ようでございますが、前にも申し上げましたけれ

ども、寄附したいけれども、市がその寄附を受け

ないというような今まで整備されてこなかった道

路、それらを私はこういう機会も踏まえてとらえ

て、もっと積極的に。なぜ寄附を受けないかとい

うと、やはり整備の経費がかかるから受けないと

いうようなことだろうと思うので、やはり公共投

資を人々の住んでいる、市民の住んでいるその足

元からインフラ整備をしていくという考えにぜひ

立っていただきたいなという思いがございまし

て、この辺は市長の答弁をお願いいたしたいと思

います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 今澤藤議員のお話しのとお

り、市民の皆さんが住んでいる足元からやはり整

備をしていくということ、側溝、そしてまた道路

整備というふうなことは、これは計画的に実施し

ていきたいと、このように壇上でもお答えしたと

おりでございます。しかしながら、この政権交代

によりまして、さまざまな不透明な部分が非常に

出てきております。公共工事、公共事業、これは

これから４年間の中でしたでしょうか、1.3兆円

減らすという、そういうふうな報道もされており

ますし、先日もお話をいたしましたけれども、現

在の国土交通大臣のコメントが述べられていると

ころをちょっと私ご紹介をさせていただきたいと

思うのです。これで果たしていいのかというふう

な思いで述べさせていただきますけれども、だれ

しもすべての生活インフラがそろっているほうが

。 。 、いいでしょう そのとおりでございます しかし

少子高齢化が進む中で、ナショナルミニマムがで

きなくなる。ナショナルミニマムを求めるがゆえ

に国の財政は破綻し、結果的にナショナルミニマ

ムは達成できなくなるということ。社会資本整備

の観点だけで物事を考えるべきでない。そしてま

た、動線が長ければ、社会保障をしっかり供給す

。 、ることができなくなる 集まってもらわなければ

医療や介護などの提供ができなくなると。移住政

策も進めていくのでしょうかというふうな、その

問いに対しまして、これは地域が決めることです

が、このエリアに集まってもらえれば、一定のナ

ショナルミニマムは供給できるけれども、そのエ

リアを外れると供給できないということになるの

ではないか。もちろんどこに住もうとも、憲法で

は居住移転の自由が認められているので、どこに

住むかは自由です。一定のエリアに住んでもらわ

なければ、一定のサービスを供給できないという

のは行政の立場として仕方のないことだと思いま

すというふうなことが、この大臣の全国平等の整

備を目指さないというふうな大きな見出しの中の

コメントで書かれているわけです。しかし、果た

してそれでいいのかというふうなことは、私はこ

の発言に対しては異を持っているところでありま

す。つまり澤藤議員お話しのとおり、現在住んで

いるところ、できるだけ当然経費をかけないよう

な、これは公共下水道もそうなのですけれども、

できるだけ経費をかけないようにしながら、そし
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て現在住んでいるところの足元の部分をしっかり

と計画的に経費をかけないような形でさまざまな

手法の中で整備をしていくというのがこの地方自

治体、こういうふうな中での運営の仕方ではない

かと。ですから、計画的に実施していきたいとい

うことに集約を、この弁に集約をさせていただい

た次第でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） なかなか政府の方針が定まら

ないというふうなあたりに市長の悩みもおありだ

ろうと思います。しかし、何をやるかは地方に任

せると。地方地域主権というような考え方もある

ようなので、やはりそうなりますと、市長の権限

が、選択の幅が非常に広くなるわけでございまし

て、今のその公共下水道、初期投資がかかり過ぎ

るというような大きな問題があります。そして、

さきの、１年前の定例会で鎌田議員の質問の中に

ＰＦＩ方式の集団、浄化槽方式があるというよう

なご提案もございました。そうしますと、公共投

資、市財政の持ち出し、あるいは国の負担もなく

て済むわけです。その後は、管理会社が利用者か

らその利用料をいただくという形式で運営されて

いく話でございます。その分、市として公共事業

はまさに地域の基幹産業だと市長も言われるの

で、私も土木建設業は大事なわけでございますか

ら、ではしからば何を公共投資に、いわゆる雇用

の場の創出という意味も含めて、何に財政を投入

していくのですかということになりますと、やは

り足元の市道の整備、そして消雪、流雪のシステ

ムが将来インフラとして必要になるということで

私申し上げているので、もう一度その辺、任され

たときに何をどう選択していくのかについてお尋

ねいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） これは、今後一括交付金と

して出てくるのかと、そういうふうな報道もあり

ますけれども、今後の推移を見守らなければいけ

ない。仮にそうなったらどうするのかというふう

なことでございますけれども、先日もこの場所で

答弁をさせていただきました。政権の考え方は、

コンクリートから人へというふうに大きくかじを

切るのではないかという部分があります。先日も

お答えのとおり、では果たしてコンクリートの部

分では、コンクリートというと公共事業でしょう

けれども、社会基盤整備がしっかりともう終わっ

ているのかということでは私はないと、この地域

はありませんと。そういうふうなことでは一括交

付金が仮にそうなった場合には、やはりそこは知

恵を絞り、そしてまた財政の自律というふうなこ

ともありますので、自律をしながら、持続可能な

財政運営、そしてまた市民の福祉向上のためには

その中で十分配慮をしていかなければいけない

と、このように考えております。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 市長には、ぜひ公共投資につ

いても、正しい選択をしながら頑張っていただき

たいと、このように思います。

次は、質問の第２でございますけれども、これ

でいきますと、処分も適正だったと、そして公務

員としての自覚を職員に求めていくのだと、いろ

んな公金管理の点検も今11月にされたというよう

なことでございました。

そこで、再質問をさせていただきます。まず大

畑庁舎のことでございますけれども、庁舎の対応

にいろんな問題がありますということなのです。

そして、まず廃棄物対策ですけれども、ボランテ

ィアで海岸等のごみの清掃をしたいという方がい

ます。中には、10年以上続けている方もおります

が、分庁舎では集めたごみをアックス・グリーン

にご自分で搬入するようにと言われたと。ところ

が、本庁に来て話をしたら、役所が対応するとの

回答だったと。これに乖離がございます。この件
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についての答弁。

それから、公共施設の機密書類等、これについ

ても施設の担当職員がアックス・グリーンに自分

で持っていって自分で料金を払って処理している

、 。というような これは職員からの苦情があります

なぜこうなのか。

それから、市民に対する接遇の問題等いろいろ

苦情があると言いますけれども、これは事実なの

か確認をさせていただきます。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） まず、骨格だけを答弁させ

ていただきまして、詳細につきましては担当のほ

うからお答えをいたします。

まず、ボランティア活動のごみの収集運搬とい

うことでございますけれども、これはケース・バ

イ・ケースで、やはり対応をしていかなければい

けないものと、このように認識をしております。

また、要するに庁舎で出た文書等の公用のごみの

取り扱いについては、公用ごみ証明書を発行して

もらい処理をしているということでございます。

それから、窓口業務の接遇について、この部分

は今ご指摘だというふうに私受けとめました。こ

の部分については、より一層、本庁舎はかなりの

高い評価をいただいておりますけれども、庁舎に

よっては、今澤藤議員、大畑庁舎の部分のご指摘

と受けとめましたので、これは十分注意をして督

励をしていきたいと、このように思います。

詳細につきましては、担当のほうからお答えい

たします。

〇議長（村中徹也） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長（栁谷正尚） 市長答弁に補足させ

ていただきます。

１点目ですが、ボランティア活動でごみを収集

した場合、大畑庁舎ではボランティアがアックス

・グリーンへ搬入することになっておりますが、

本庁舎での対応は市が搬入している、対応が違う

のはなぜかということでございます。本庁、分庁

舎とも春季、秋季の大掃除など、町内会によるボ

ランティア清掃につきましては、運搬等まですべ

て行政が行っております。しかし、それ以外のボ

ランティア清掃につきましては、ボランティア清

掃を実施する団体等と協議したうえでケース・バ

イ・ケースで対応しているのが現状でございま

す。このため大畑庁舎といたしましては、町内会

が実施しております定期的な側溝清掃等に関しま

しては、今後とも市が直接搬入処理を行ってまい

りたいと思いますので、ご理解を賜りますようお

願いいたします。

２点目ですが、公共施設から出ました文書類等

のごみをアックス・グリーンへ搬入する場合、職

員がこの処理費を職員自ら現金で支払いしている

ケースがあるというが本当かとのご質問について

でございますが、むつ市では公務により生じたご

みについては、公用で処理手数料の免除の取り扱

いができますことから、担当課から公用ごみ証明

。 、書を発行してもらい処理しております このため

公用ごみの処理に当たっては、きちんと手順を踏

んで処理しているものと認識しておりますので、

ご理解を賜りますようお願いいたします。

３点目ですが、接遇の問題です。窓口業務を担

当しております職員の来客に対する接遇について

のご質問でありますが、庁舎内におきましては、

再三にわたり接遇や言葉遣いはもとより電話の応

対などに当たっては、常に相手の立場になって考

えるよう指導を行っております。しかしながら、

一例を申し上げますと、平成20年５月１日から証

明書等を発行する際には、本人であるという確認

事務が大畑地区に限らずどこでも厳しくなってお

ります。このため大畑庁舎の場合は、高齢者の方

がよくいらっしゃいますので、今後とも来客に対

する接遇等につきましては、一段と配慮を重ねな

がら十分注意してまいりますので、ご理解を賜り
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ますようお願いいたします。

以上です。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） ほとんど庁舎の実態を把握し

ておられないのではないかというような気が私は

いたします。これは、同僚議員のところにも非常

に多くの厳しいご批判が市民の方々から寄せられ

ています。今回の私の質問に当たっても、ぜひ具

体的に話をしてくれというような同僚議員からの

お話もございました。私はここでそれは言いませ

んけれども、いわゆる公の施設から出るごみの問

、 。 、題については 職員からの苦情なのです そして

今の接遇の問題についてもいろいろご指導をされ

ているというお話でございます。平成20年度から

の話をされましたけれども、そういう生易しい話

ではないのです。そういう言葉だけの話ではない

のです。いろんな苦情が出ています。所長が、恐

らく職員のことをあげつらって言うというような

ことはなかなかできないのだろうと思うし、よく

言えばそうなのです。悪く言えば把握されていな

。 。いと言わざるを得ない なぜこうなっているのか

これ以上話をしても、その程度の答弁しか出てこ

ないのだと思うので、これ以上は申し上げません

けれども、市長。

では、次にお伺いいたします。平成21年４月１

日現在の旧むつ市から各庁舎に通勤している職員

の数をお尋ねします。庁舎ごとにお願いします。

〇議長（村中徹也） 総務部長。

〇総務部長（新谷加水） 事前ヒアリングの段階で

そういうお尋ねがございませんでしたので、この

場で書類を持っておりません。後ほど書類を調製

してお渡ししたいと。議長にお願いをいたしまし

、 、 、て お許しを得て お渡ししたいと思いますので

ご了承願いたいと思います。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） ぜひお願いします。

私の調べでは、大畑庁舎が10人です。川内、脇

野沢は去年の例ですけれども、３人です。そうい

う状況です。大畑は10人、川内、脇野沢は１年前

の状態でおのおの３人です。そして、今回の事案

の退職された職員ですけれども、どういう異動の

経緯、これまでの経歴だったのかお尋ねいたしま

す。

〇議長（村中徹也） 総務部長。

〇総務部長（新谷加水） このたび懲戒免職処分を

受けた職員の異動の経緯というお尋ねでございま

すけれども、当該職員は本年４月に大畑庁舎市民

福祉課に配置となる前、つまりは昨年度は下北地

域広域行政事務組合の下北文化会館に配置されて

おりました。議員ご承知のとおり、下北文化会館

に指定管理者制度が導入されたことに伴いまし

て、むつ市に転入した次第でございます。

人事異動の事由ということにつきましては、こ

の場で言及するのは差し控えさせていただきたい

と存じますが、あえて申し上げますと、下北文化

会館在職以前は公営企業局水道課大畑水道事業所

に配置されていたこともございますし、生活福祉

課保護係に配置されていた経歴もございます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） この方は、病院から自ら電話

で着服について通報したというようなことでござ

いました。つまりは、以前から病気がちの方だっ

たのではないかと思いますけれども、なぜこうい

う病気がちの方が本庁の生活福祉課２年、そして

大畑水道事業所、そして下北地域広域行政事務組

合の下北文化会館１年。この大畑水道事業所も、

１年です。そして大畑庁舎の市民福祉課に、配属

がえになって４カ月で、８月にこの着服を始めて

いるわけです。市長、私前にもいろんなこういう

議論をさせていただきましたけれども、市長は前

の答弁で、固めたつもりはないというような答弁
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をされています。そして、全庁的な均衡を意識し

て適正配置を心がけますと、そういう答弁をされ

ています。そして、この答弁をされた直後にこの

方が今の大畑の庁舎の市民福祉課に配属されたわ

けです。なぜこういう人事をされるのか。今の戒

告とか、あるいは減給とかの処分、その上司の方

々、所長を含めてされましたけれども、処分のそ

のあり方がこれでいいのですかということはここ

なのです。なぜこの方への、こういう病気の方へ

の配慮といいますか、やはり人事当局の目の、あ

るいは配慮の届く範囲に私は配属して、病気の治

癒を促すというような思いやりといいますか、対

応といいますか、私はそういうのが必要だと思う

のです。そうでなくて、こうやって１年ずつあち

こち遠くのほうに配属しているというような実態

ではありませんか。どう考えたって、私はそう思

うのですけれども、この辺についてどうだったの

か、お尋ねします。

〇議長（村中徹也） 総務部長。

〇総務部長（新谷加水） 病気のことにつきまして

は、以前配属されておりました下北地域広域行政

事務組合からの事務の引き継ぎはあったわけでご

ざいますけれども、本年の４月時点におきまして

は、病状が大分改善されたというふうに聞き及ん

でおりましたものですから、何ら問題がないもの

と認識していたところでございます。

そういう病気がちの方を本庁に置くべきではな

いかということでございます。もちろんそうでき

ればいいわけでございますが、病気がちの方は、

かなり相当数いらっしゃいます。いろいろな病気

を抱えていらっしゃるのですが、その方々をすべ

て本庁勤務というわけにもなかなかまいりませ

ん。非常に職員数が限られた中で適正な配置を心

がけるということの中では非常に難しい面もある

わけでございますけれども、さまざまなことを勘

案し、市長と相談しながら、この配置に努めてい

るということでございますので、ご理解をいただ

きたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先ほど来澤藤議員は、この

人事のことで、思いやりを持ってやっているのか

というふうなことでございますけれども、まさし

く澤藤議員にお願いしたいのは、思いやりを持っ

た発言をしていただければなと、この場では、そ

の部分をお願いをしたいと思います。

さらに、固めたのではないかと、つまり大畑庁

舎にというふうな思いでのご発言だと思いますけ

れども、決してそういう配置をしたわけではござ

いません。また、こういうふうな事案が起きると

予想だにしていないわけでございます。そういう

ことで、何とぞ思いやりのある発言を私からお願

いしたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 市長のご発言の中には、澤藤

に思いやりがないというような言い方であります

けれども、私がこういう発言をしなくて済むよう

な人事をぜひお願いしたいと思うのです。

そこで、もう一つお伺いしますけれども、この

職員の後にどういう人事をされたのか。人事の手

。 。当てです 欠員になったところにという意味です

〇議長（村中徹也） 総務部長。

〇総務部長（新谷加水） 欠員になりました部署に

つきましては、臨時職員で対応してございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 福祉の担当に今残っている正

職員が３人で、臨時職員が４人なのです。そうい

う体制で本当に地域の福祉行政ができるのでしょ

うか。私は、やはり恐らく今のその処分された上

、 、司と言われる方々も 自分の仕事が手いっぱいで

新しく来た方の所掌している事務にきっと目が届

かないような状況ではないかと思うのです。だか

ら、点検をされて、現金の取り扱い、あるいは預
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金通帳、印鑑の取り扱いについてのマニュアルを

つくったとしても、それを本当にマネジメントで

きる職員がそれぞれの課にいないと、私はまたこ

ういう事案は起こるのではないかなと思うので

す。やはりきちっとした人事管理を私はすべきだ

と思うのです。市長、もう一度。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先般のような不祥事の起こ

らないような再発防止に現在努めております。

〇議長（村中徹也） これで、澤藤一雄議員の質問

を終わります。

昼食のため午後１時10分まで休憩いたします。

午後 零時０１分 休憩

午後 １時１０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（村中徹也） この際、会議録署名議員が不

在となりましたので、会議録署名議員を追加指名

いたします。

５番横垣成年議員を指名いたします。

◎白井二郎議員

〇議長（村中徹也） 次は、白井二郎議員の登壇を

求めます。17番白井二郎議員。

（17番 白井二郎議員登壇）

〇17番（白井二郎） 政友会の白井二郎でございま

。 、 、す この地に生まれ この地域の皆様に育てられ

むつ市のシンボルであります新庁舎のこのすばら

しい議場で一般質問を行う機会を与えていただき

ました市民の皆様に心から感謝を申し上げます。

むつ市議会第202回定例会に当たり、通告に従

い一般質問を行います。市長並びに理事者の皆様

におかれましては、前向きなご答弁をお願いいた

します。

まず、むつ市都市計画と都市計画税についてお

聞きいたします。都市計画のうち、都市計画道路

についてお聞きします。都市計画道路は、むつ市

の将来像のためには必要であり、防災、都市交通

形成のためにも必要であります。現在むつ地域で

は、19路線、延長５万5,670メートルが計画され

ておりますが、本年度まで何メートル整備されて

いるのか、また今後どのように整備を進めていく

のかお伺いいたします。

私は、現状に合った都市計画道路を整備してい

くためには、計画路線そのものを見直す時期に差

しかかっているのではないかと思います。現実味

がある計画とするため、計画路線を休止するなど

のお考えがあるのかないのかお伺いをいたしま

す。

次に、都市計画税についてお伺いいたします。

税は、市民が等しく、公平、公正に課税し、納税

することが通常でございます。しかし、都市計画

税は住居表示がされている地域の市民だけに課税

されています。都市計画、また都市計画道路など

は、市民一人一人が利用するものであります。そ

こで、次のことをお伺いいたします。

１点目として、現在県内の市で都市計画税を課

税し、都市計画税の課税対象がどのようになって

いるのか、あわせてむつ市では何年前から課税さ

れるようになったのかお伺いいたします。

２点目として、昨年度、今年度と都市計画税と

して課税された金額をお知らせください。

、 。３点目として 都市計画税は目的税であります

当然都市計画だけに使われているわけであります

ので、その内容をお示しください。

４点目として、税の基本は公正、公平に市民が

等しく課税されるのが至極当たり前でございま
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す。一部の市民だけが課税されている現状をどの

、 。ように考え 認識しているのかお伺いいたします

５点目として、今後都市計画税を廃止する考え

があるのかないのかをお伺いいたします。

以上、５点をお伺いいたします。

次に、技能者、技術者の表彰規定について質問

いたします。むつ市では、学術、文化活動の功績

に対し、文化表彰式がとり行われ、スポーツの分

野で特に活躍された方には、個人、団体の皆様に

スポーツ賞などを送り、よく市政だよりなどに掲

載されております。しかし、なぜか当むつ市では

技能者、技術者の方々を表彰する規定がありませ

ん。青森県では、技能者、技術者や後継者の育成

は重要であると認識し、数年前より青森マイスタ

ー認定制度や青森県卓越技能者制度など各種事業

を推進しております。技能者、技術者に従事され

、 。ている方は すそ野が大変広いわけでございます

大工、左官、機械工に菓子職人など、多くの人々

が携わっており、技術力だけではなく、市の経済

に多大に寄与されております。県では、毎年卓越

技術者の表彰式がとり行われ、新聞紙上で紹介さ

れており、当むつ市でも最もすぐれた卓越技能者

として表彰された方もおります。

また、弘前市では、職人表彰制度、八戸市でも

卓越技能者表彰制度があります。このことから、

将来のむつ市の技能、技術の向上を目指す若者や

人材確保、技術の後継のためにも必要であり、長

年この道一筋で頑張ってこられた方を表彰し、た

たえることがとても重要であると思います。ぜひ

来年からでも人材育成のためにも表彰規定を設け

る考えがあるのかないのかお伺いいたします。

次に、消防団活動についてご質問いたします。

現在消防団員の活動は、防災、災害、遭難、捜索

だけではなく、出初め、観閲式、祭り、ネブタ警

備、年末警戒、防火パレードなど多数の出動があ

り、その都度消防団員は現場に出動しています。

地域に住み、生活している人々の安心、安全、防

災のため、仕事を持ちながら消防団員として一生

懸命に活動に従事しております。

私自身も39年間消防団員として務めておりま

す。現在も、まだ務めております。また、他の議

員の方にもそれぞれの地域で消防団員として活躍

されている方が多くおります。しかしながら、近

年、消防団員数が激減し、消防庁より毎年のよう

に消防団募集のポスターの配布を受けておりま

す。当むつ地区には、本団と20分団があり、団員

定数535名に対し、実質462名、欠員が73名でござ

います。また、大畑、川内、脇野沢地区も同様に

定数に達しておりません。欠員の要因として、各

地域、各分団でさまざまあると思われますが、挙

げられる要因として、地域に残る人の減少や仕事

の多忙化などがあると思います。私が入団したこ

ろは、自営業、１次産業に従事している団員が多

数でした。そのため、曜日に左右されることなく

消防団活動に参加できたものでした。

近年サラリーマン化が進み、仕事の内容、会社

のシステムにより消防団の趣旨に賛同されても、

なかなか入団に踏み切れない方が多くいると思わ

れます。そこで、定数を満たし、団員確保、また

火災や災害に出動できる体制が急務ではないかと

思います。団員が勤務しております企業、事業所

などと市の協定などがあるならば、団員の消防活

動にもますますの参加が望めることと思いますの

で、企業、事業所と行政が一体となり、地域の安

心、安全、防災のためにも、また消防団団員の確

保のためにも協定づくりが必要と思いますが、こ

の考えがあるのかないのかをお伺いいたします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 白井議員のご質問にお答え

いたします。
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まず、都市計画と都市計画税のご質問の第１点

目、現在の都市計画についてであります。現在の

都市計画区域は、むつ都市計画区域と大畑都市計

画区域を合わせて約１万5,821ヘクタールとなっ

ております。このうち合理的な土地利用を図るた

め、1,616ヘクタールの用途地域の指定や都市施

設として道路29路線、延長７万5,110メートル、

公園19カ所、面積約54.6ヘクタールのほか、ごみ

焼却場、汚物処理場、火葬場、卸売市場、下水道

を計画決定しております。議員お尋ねのむつ地区

の都市計画道路についてでありますが、路線数は

19路線で、延長５万5,760メートルを計画決定し

ており、このうち計画幅員どおり完成している道

路の延長は２万294メートルとなっております。

また、現在整備を進めている道路といたしまして

は、県が実施しております柳町桜木町線の国道

338号大湊２期バイパス延長約3.7キロメートルと

なっております。

なお、これまで着手できなかった計画道路につ

いては、国の運用指針により、長期にわたり事業

に着手されていない道路等は、その必要性を検証

し、見直しを行うことが望ましいとされており、

これを踏まえ県では、平成17年に都市計画道路見

直しガイドラインを定め、現在全県を対象に見直

し作業を進めております。市でも県の作業と合わ

せ、市決定に係る道路の見直しを行っており、こ

の結果を踏まえ、今後の整備の方向づけを検討し

てまいりますので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、税の収納と支出につい

てでありますが、議員ご承知のとおり、都市計画

税は都市計画法に基づいて行う都市計画事業、ま

たは土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理

事業によって一般的にその利用価値が向上し、所

有者の利益が増大することが認められる都市計画

区域の土地及び家屋について、その受益関係に着

目して、それらの事業に要する費用に充てるため

に土地及び家屋の所有者に対して課する目的税で

。 、 、あります 目的税という性格から 納税者に対し

使途を明らかに説明すべきではないかとのご提言

と受けとめましたので、今後は市政だよりを活用

しての周知のほか、決算時における主要施策の実

績報告書に都市計画税の使い道を説明した項目を

加える等工夫をしてまいりたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

都市計画税が一部の市民だけに課税されている

現状認識についてのご質問につきましては、地方

税法第702条により、都市計画法第５条の規定に

より指定された都市計画区域のうち市街化区域を

原則とすることとされておりまして、むつ市は条

例制定の昭和36年には都市計画区域全域に課税い

たしておりましたが、昭和44年の農業振興地域指

定法の改正により、農業振興地域、または市街地

から離れたへんぴな山林等の地域は都市計画税の

課税区域から除外することが適当であるとの自治

省通達があったことから、市街化区域の線引きの

ない当市は、へんぴな地域の判断が不可能であっ

たため、昭和53年から線引きが明確である住居表

示区域に限定して課税しております。したがいま

して、あくまでも法に基づいた課税区域であると

考えております。

また、都市計画税の廃止を含めたあり方につい

てのご質問についてでありますが、この件につき

ましては、平成17年３月の市町村合併の際に、都

市計画区域が定められている旧むつ市及び旧大畑

町、一方都市計画区域が定められていない旧川内

町及び旧脇野沢村との調整を試みたところであり

ますが、結果として５年間の不均一課税扱いにす

ることとして現在に至っております。しかしなが

ら、この間、不均一課税期間終了後の取り扱いを

検討する必要があることから、むつ市都市計画税

検討委員会を平成19年２月から４回にわたり開催

し議論を重ねた結果、都市計画税は引き続き住居
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表示区域に課税するが、今後は社会環境の変化等

も踏まえ、負担と受益について、納税者の理解が

得られるように廃止または改正について検討を要

すると意見集約されたところであります。

いずれにいたしましても、都市計画税の廃止を

含めたあり方につきましては、まず納税者の方々

に対する税の公平、公正の観点を基本に据え、他

の自治体の状況や白井議員を初めとする識者から

のご意見、さらには市の都市計画事業の実情等を

総合的に勘案のうえ、固定資産税率との関連も視

野に入れながら、今後見直しについて鋭意検討を

重ねてまいる所存でありますので、何とぞご理解

を賜りますようお願い申し上げます。

県内他市の状況及び課税額等につきましては、

税務調整監から説明いたします。

次に、むつ市表彰規定についてのご質問にお答

えいたします。技能、技術者の育成策として、市

の表彰規定に技能者、技術者に対する規定を設け

てはどうかとのことでありますが、近年ものづく

りの現場では、熟練した技能、技術者不足が深刻

な問題となり、産業を支える基盤技術とも言われ

るすぐれた技能、技術者の育成は行政にとりまし

ても喫緊の課題となっておりますことは、ご承知

のとおりであります。背景として、若者を中心に

生産現場での労働を敬遠する傾向が強くなったこ

と、経営の合理化や機械化とともに技能、技術者

の高齢化が進み、後継者が育たなくなっているこ

と等がありますことから、製造業を中心とした業

界団体等においては独自の制度を設け、技能者等

の育成に取り組んでおりますほか、各自治体に対

、 、しても その対応が求められているところであり

昨年11月には青森県技能士会より卓越技能者に対

する表彰制度の創設を求める要望書をいただいた

ところであります。

ご承知のとおり当市には、市の発展及び福祉の

向上に寄与された方々に対する功労表彰を初め善

行表彰、文化表彰及びスポーツ表彰の４部門の表

彰規定があり、この中で白井議員ご提案のすぐれ

た技能、技術者の表彰につきましても、産業、経

済の発展に寄与し、市の行政発展に著しい功績が

あった方々を対象とした大枠の中でとらえており

ますが、すぐれた技能、技術者の方々を想定した

規定とはなっていない実情にありますことから、

、 、貴重なご意見と受けとめまして 今後他市の事例

その他の制度を参考にしながら、前向きに検討し

てまいりたいと思います。

次に、第３点目の消防団活動についてのご質問

にお答えいたします。最近の消防団を取り巻く環

境は 全国的に団員が年々減少し かつては200万、 、

人いた団員が少子高齢化や過疎化などの社会環境

の変化や住民意識の変化により、現在90万人を割

る状況となっており、これにあわせ団員の高齢化

やサラリーマン化により、地域防災体制に重大な

支障をもたらすことが憂慮されております。

当市の消防団について申し上げますと、本年の

４月１日現在では、団員定数1,255人に対し、実

、 。員数が1,068人で 187人の欠員が生じております

消防団ごとでは、むつ消防団が73人、川内消防団

が24人、大畑消防団が36人、脇野沢消防団が54人

の欠員となっております。また、団員の平均年齢

は43.3歳で、職種別では一般的にサラリーマンと

言われる事業所等に雇用されている被用者の割合

が72.6％となっておりまして、全国同様団員の減

少、高齢化、サラリーマン化が進む傾向にありま

す。消防団は、今さら申し上げるまでもなく、地

域防災のみならず、地域コミュニティーの中核的

存在として、特に高齢化や過疎化が進行している

地域においては、その担う役割はますます重要と

なっており、消防団員の確保は早急に取り組まな

ければならない重要な課題でありますが、同時に

相当に困難な問題であると認識しておるところで

あります。
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消防団にとって、事業所等の従業員が消防団に

入団しやすい環境づくり、消防団員となった従業

員が消防団活動しやすい環境づくりをすることが

重要であり、このため消防団員の確保と活動環境

を整備するため、総務省消防庁では消防団協力事

業所表示制度を導入し、平成19年４月１日から施

行したところであります。この制度は、従業員が

消防団として相当数入団していること、従業員の

消防団活動について積極的に配慮していること

や、資機材の提供等により防災活動に協力してい

る等の市町村が定める一定の認定基準を満たした

事業所等を消防団協力事業所として認定し、認定

された事業所には消防団協力事業所表示証が交付

され、事業所の建物に掲示したり、自社のホーム

ページ、パンフレット等で表示することができ、

事業所のイメージアップにつながるとともに、地

域防災力の向上が図られるというものでありま

す。

県内において、この制度を導入しているのは、

本年４月１日現在で青森市や弘前市を初め11市町

村で、表示証交付事業所は23事業所となっており

ますが、当市の実情に合わせて認定基準を定め、

早急に制度の導入を図りたいと考えております。

消防団員の確保に当たっては、現在は消防団を中

心に事業所、個人等に入団をお願いしているとこ

ろですが、今後は行政と一体となって団員の確保

に向け、事業所等のご協力を仰ぎながら、消防団

体制の強化に努めてまいりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 税務調整監。

〇総務部税務調整監（對馬映子） 白井議員ご質問

の都市計画と都市計画税についての２点目、税の

収納と支出について、市長答弁に補足説明させて

いただきます。

まず、ご質問の青森県内における市部の課税状

況及びむつ市における課税発生時期についてであ

りますが、都市計画税を課税しているのは県内

10市のうち弘前市、五所川原市、十和田市、むつ

市の４市であります。その課税区域は、弘前市と

五所川原市が都市計画区域における市街化区域に

なっており、十和田市は住居表示区域及び一部条

例で定める区域としております。むつ市におきま

しては、先ほど市長答弁でもご説明申し上げまし

たが、市街化区域が定められていないことから、

むつ市税条例第124条に規定するところの住居表

示区域としております。

税額の算定は、固定資産税の課税標準となるべ

き価格を課税標準額として、この価格に税率を乗

じて算出した額としており、昭和36年から課税い

たしております。

なお、税率につきましては、当初0.2％であり

ましたが、昭和41年に0.18％に改正され、現在に

至っております。

次に、納税額についてでありますが、実績が確

定しております平成19年度が１億8,100万円余、

平成20年度が１億8,000万円余となっており、２

カ年の合計額は３億6,100万円余となっておりま

す。この都市計画税の使途についてのご質問につ

いてでございますが、平成19年度及び平成20年度

の決算による合計額で申し上げますと、都市計画

税３億6,100万円のほか、一般財源から２億700万

円を補てんし、合計５億6,800万円が都市計画事

業に充当されております。その内訳といたしまし

ては、むつ地区における下水道整備事業に対する

一般会計繰出額への充当分として約４億4,700万

円のほか、これまで整備を行ってまいりました横

迎町大平町線等の街路整備事業及び金谷公園等の

公園整備事業の地方債償還財源として約１億

2,100万円となっております。

以上です。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） 再質問をいたします。
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、 。まず 都市計画道路についてお伺いいたします

今市長の答弁では、今後見直すということでござ

。 。います 当然私も見直すべきだと感じております

ただ、市長答弁にあったのですが、たしか大畑地

区にも恐らく10路線ぐらいあると私は認識してい

るわけですが、この大畑地区の10路線とむつ地区

の19路線、整備が手つかずの路線は幾らあるので

しょうか。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 全く手つかずの街路とい

うことでございます。大畑地区では10路線中５路

線には手がついていない。むつ地区は７路線でご

ざいます。

〇議長（村中徹也） 17番。

（ ） 。 、〇17番 白井二郎 わかりました ということは

大畑地区は10路線の半分はただ計画だけだと、正

直言って絵にかいたもちだということでございま

す。また、むつ地区でも19路線のうち７路線が手

つかずということでございます。計画だといえば

それまででしょうけれども、やはり現実味のある

都市計画をするためには、今後はきちんとした路

。 、線を決めてかからなければ 後から質問しますが

都市計画税としていただいているのです。それを

ただ絵にかいたもちでは、ちょっと市民に対して

申しわけないと思いますが、その辺のところをど

のように考えていますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 計画路線が手つかずとい

うことでのご指摘であります。今後の道路の整備

につきましては、現在都市計画道路の見直しを進

めておりますので、その結果を踏まえ、検討して

まいりたいということで考えております。

また、計画倒れというご指摘でございます。こ

れにつきましても、見直しを踏まえて今後の方向

づけがされますので、この後は計画倒れというこ

とがないようになるものと考えております。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） 計画があって、それから整備

が進むという形になれば一番いいのですが、今ま

でこの都市計画が、今たしかマスタープランが来

年、見直す計画がされていますが、やはりマスタ

ープランにも当然これは入れるべきだと私は思う

わけです。その意味で、確実に進める計画道路を

お願い申し上げます。答弁は、同じだと思います

ので、よろしいです。

続きまして、都市計画税についてご質問をいた

します。税務調整監から、今10市のうちで当むつ

市を入れて４市だけが都市計画税を徴収している

ということです。ということは、あと６市は取っ

ていないということに当然なるわけですが、その

事情がわかりましたら、わかる範囲で結構ですの

で。

〇議長（村中徹也） 税務調整監。

〇総務部税務調整監（對馬映子） ４市以外の６市

につきましては、固定資産税で徴収しておるよう

でございます。と申しますのは、固定資産税の税

率、当市は1.4％でございます。残り都市計画税

を採用していない６市につきましては、低いとこ

ろで三沢市の1.4％から高いところで、弘前市が

1.8％の固定資産税率になっております。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） 今税務調整監から、固定資産

税に加算されて徴収すると。ちょっとお伺いしま

すが、これ全世帯といいますか、全人口、大人、

税金払っている方が対象ということで理解してい

いのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 税務調整監。

〇総務部税務調整監（對馬映子） お答えいたしま

す。

都市計画税につきましては、参考までに申し上

げますが、当市は固定資産税の納税義務者がおよ

そ３万人です。それに対しまして、都市計画税の
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納税義務者が１万7,000人になります。都市計画

税は、対象区域によって少なくなるわけですが、

固定資産税は家屋、土地、それから償却資産をお

持ちの方、全地区全員に課せられるものです。都

市計画税は、今ご説明申し上げましたように、指

定地域の土地と家屋に課税される税でございま

す。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） ということは、他市では固定

資産税で合算して皆さんから徴収していると。む

つ市、本当に不合理ですね。家を持って、土地を

持って、借金払って、なおかつ固定資産税と都市

、 。 、計画税を払っていると この現実なのです 道路

公園も下水道も当然皆さんが共有するものですか

ら、やはり私は何回も言いますが、税の公正、公

平、税法がああだとかこうだとかは正直言ってそ

ういう難しい法律はわかりません。やはり一般の

市民感覚になって物を考えて税を徴収すべきと、

私はそのように感じています。

また、２点目ですが、昨年度と今年度、通年１

億8,000万円ぐらいの徴収額 ということは 10年。 、

間であれば18億円、その人方から多くもらってい

るわけです。でも、正直言ってその人らは本当に

恩典があったのでしょうか。先ほど言いましたバ

、 。イパス線 皆さんが共有するバイパス線なのです

、 、それを 要は今大畑地区は都市計画がありますが

大畑地区は都市計画税をもらっていないわけで

す。むつ地区だけもらっているわけです。この辺

の不合理さをどのように考えているのでしょう

か。

〇議長（村中徹也） 税務調整監。

〇総務部税務調整監（對馬映子） まず、ご理解い

ただきたいのは、先ほど市長答弁でもご説明申し

上げましたが、都市計画税は都市計画事業または

土地区画整理事業によって課税区域内の土地、家

屋の利用価値が向上するという一般的受益関係に

着目して課税する目的税であります。個々の事業

と個々の土地及び家屋の具体的な受益程度に応じ

て課税するものではないということをご理解いた

だきたいと思います。したがいまして、課税区域

は都市計画区域内の一定の区域の土地及び家屋に

対して原則として一律課税されるべきものである

ということでございます。このことから、今後見

直しに当たっては、受益が及ぶと考えられる課税

区域の設定が大変難しくなると考えております。

いずれにいたしましても、税率調整は税務主導で

行えるものではありませんので、合併後の各地区

のインフラ整備状況と土地政策、農業政策、都市

計画等の今後の事業の進め方、そしてまた財政状

況、少子高齢化等により激変する社会環境などな

ど十分考慮しながら、納税者の理解が得られるよ

うに慎重に検討してまいらなければならないと考

えておるところでございます。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） わかったようなわからないよ

うな説明ですが、要はこの都市計画税、住居表示

されて課税されている方の住んでいるところは、

それだけ地域がよくなるから税金を下さいという

ことでしょう、はっきり言えば。でも横迎町はど

うですか。全然変わっていませんよ。やはりその

辺のところを踏まえて課税をしてもらいたいと私

は思います。これは幾ら話ししても、水かけ論の

要素がありますが、やはり皆さんが利用する公園

であります。また、下水道も当然そうなります。

私はほかの市に倣って、極端に言うとむつ地区だ

けでなく、合併して５年たちましたので、税を見

直すためにはむつ市内の方から固定資産税に加算

してもらうべき、徴収すべきだと思いますが、そ

の辺のところ市長はどのように考えていますか。

〇議長（村中徹也） 税務調整監。

〇総務部税務調整監（對馬映子） 先ほどもお答え

、 、いたしましたように 今検討中でございますので
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今後その辺のことも考慮しながら前向きに検討し

てまいりたいと思います。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） わかりませんけれども、でも

先ほど市長の答弁の中に、今までは税をかけると

きは、きちんと予算書にのっているわけですね。

でも使ったのに対して今までこの１億8,000万円

は全然報告はなかったわけです。正直言って、目

的税でもらっているけれども、どの目的で使って

いるかというのを市民は全然わからない。まして

私議員でございますが、正直言ってわかりません

でした。やはりそれを透明にするべき。そして、

、 、先ほど申し上げたとおり 皆さんが利用する場所

道路でございますので、何とぞ重ねて税制を、も

、 。う一度それをお願い申し上げて この件はこれで

また後からこの件は改めてやりたいと思います。

続きまして、技能者と技術者の表彰規定につい

て質問いたします。認識は市長も必要だと、表彰

規定は設けるべきだという認識で一致していると

思いますが、その辺のところをもう一度確認しま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 設けるべきというふうなこ

とよりも、これまでこういう技能者の方々、技術

者の方々に対して表彰がされていなかったという

ことの、まずちょっと私自身も前から感じており

ました。その部分では前向きに検討すると。しか

しながら、どういう基準でこれを表彰するのかと

いうふうなところは、十分これは研究しなければ

いけないだろうと思います。

壇上でもお話ししましたように、昨年には青森

県技能士会から卓越技能者表彰制度の創設をして

くれということでの要望も来ております。この部

分で、例えば青森県伝統工芸士認定制度というふ

。 、うなこともあります 認定をすることでいいのか

それともどの程度のレベルで判断をするか、この

表彰をするというふうなことは非常に難しいとこ

ろがあると思うのです。つまりスポーツですと、

例えば全国大会出場何位以内とか、オリンピック

出場選手とか、そういう形で一つの結果として出

。 、 、 、てきます しかしながら 技能 技術というのは

なかなか、例えば全国大会で優勝したとか、技能

大会で優勝したとか、そういうふうな方に対して

は非常にしやすいところがございますけれども、

例えば先ほど白井議員もお話しのとおり、ケーキ

の職人さん、そういうふうな方、例えばどういう

基準でこれを表彰するのかというところが非常に

難しいと思いますので、これは研究して前向きに

しっかりと取り組むということはこの場でお約束

をさせていただきたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） 恐らく認識は一緒だと感じま

した。

先ほど市長が言ったとおり、正直言ってこの基

準もなかなか面倒だと私もわかっているわけで

す。例えば商工会議所が現在毎年のように、会社

に10年、15年勤務されて、商工会議所の主催で表

彰を行うとか、そういう明確な基準があれば、そ

れもできますが、どこまでが技術で、どこまでが

技能者で、どこまでいったら表彰するかという規

定は、私自身もちょっと、でも現に県とかほかの

市でやっているわけです。むつ市にできないとい

うことは私はないと。そのような確信のもとで、

でも県内でもないのであれば、ちょっとこれも基

準が面倒でしょうけれども、前例があるわけです

ので、ぜひいろんなのを考えてもらいたいと。

また、市がおでかけ市長室などをやっていると

思います。大工さんでもお菓子屋さんでも組合と

かいろいろあるわけです。その人らの考え方とか

を聞いてもらいたいと思いますが、こういう聞く

耳は持っていますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。



- 218 -

〇市長（宮下順一郎） 大いに聞く耳を持っており

ますし、耳を澄まして各種団体、例えば鉄工組合

だとか菓子組合だとか理髪業組合だとか、そうい

うさまざまな部分で研究をさせていただいて、前

向きに検討したいと。これは、もう先ほどもお約

束しましたけれども、改めてお約束をして進めて

いたきいと、このように思います。

、 、これは 青森市匠の職人表彰規則ですけれども

この匠の職人表彰では、こういうふうな表現がさ

れております 「現に就業する職種に係る技能に。

おいて市内の第一人者又は将来の活躍が特に期待

される者」と。市内の第一人者ということをだれ

が決めていくのか。特に市長が定めるというとこ

ろもあるわけですけれども、そういうふうなとこ

ろは、スポーツだとか文化賞と比べまして非常に

難しいところがあるということでご理解をいただ

きながら、これは本当に前向きに研究をさせてい

ただきますし、さまざまな団体のほうから声を、

耳を澄ましてお聞きして取り組んでいきたいとい

うふうに思っております。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） わかりました。ぜひ前向きな

考えをお願い申し上げます。

最後でございますが、消防団活動について再質

問をいたします。壇上より私申し上げたわけです

が、やはり今の世の中は大変企業も厳しく、なか

なか協力したくてもできないという事情も私は認

識しているつもりでございます。でも今までは行

政が一切構わず団員の募集とかいろんな面で各分

団に正直言って丸投げをしているのが実情であり

ます。せめて後方支援といいますか、行政ででき

る範囲の後方支援ということは、事業所なり企業

に消防団を理解してもらうとか、そういうのを一

回でもやったことがあるのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 今までそういう実績がない

ということを伺っておりますけれども、これまで

は消防団におんぶにだっこの部分があったと思う

のです、消防団員の確保については。今後は、行

政がやはり消防団としっかりと連携をとっていか

なければいけないと、こういうふうな認識を今強

めたところでありますので、今後に向けて消防団

とよく連携をとって団員の確保に向けて、これは

全国的な問題でありますけれども、何とか充足さ

せていきたいと、このように思っております。

地域の防災のために、また39年間消防団員とし

てお務めになっております白井議員のさまざまな

ご提言を受けて、どういう攻め方を、どういうア

プローチをしていけば団員の皆さんがふえてくる

のかと、そういうふうなことにも耳を澄まして進

んでいきたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） そういうふうに市長が言うの

ですから、信用しなければなりません。本当に市

長、忙しいのです。先ほども言ったとおり、今の

消防団は火災とかそれだけをやっているだけでは

。 、 、ない このほかに 今あります原子力講習会とか

そのたびに団員を出さなければならないわけで

す。でも日曜日とかそういう場合は皆さんの協力

のもとでやっているわけですが、今度平日になっ

たら、正直言って、自営業者とか限られた人しか

できない。そういうような事情もよくわかっても

らいたいと思います。

また、先般の東奥日報に町内会の話し合いのと

きに、来年、防災ハザードマップができる。でも

あのハザードマップでも消防団の協力がなければ

できないわけです。再度もう一度心強い団員に対

するご答弁お願いします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 事業所等の協力を仰ぎなが

ら、消防団と連携を密にしながら、そしてまたさ

まざまな立場の方もおいででございますので、事
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業主の方、そしてまた事業所に勤めている方、団

員がおるわけでございますので、もろもろそうい

うふうなところに耳をしっかりと傾けて、この消

防団員の確保に向けて努力はしていきたいと思い

ます。

しかしながら、全国的に人数が減っている原因

もあろうかと思いますので、それらもよく研究を

しながら、ならばどういう対応をすれば消防団員

の方々がふえていくのかというふうな取り組みを

していかなければいけない。今議員お話しのとお

り、防災のハザードマップ、いざ何かあったとき

には消防団の団員の皆様方のお力をかりてさまざ

まな対応をするわけでございますので、こういう

ふうな形でエフエムアジュールを通して市民の皆

様方に消防団の大切さ、そしてありがたさ、そう

いう意義のあるところ、こういうふうなことを白

井議員がお話しなさったということは非常に意義

のある一般質問だと私は思っておりますし、そう

いう意味で、この声を聞いていただいた方々が、

より消防団に対しての意識を持っていただくとい

う場面にしていただきましたことに重ねて感謝を

申し上げながら努めてまいりたいと、このように

思います。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（白井二郎） 大変ありがとうございます。

やはり全般に私現在のむつ市の財政を考えると、

金のかかる質問をしても、なかなか市長は首を横

に振る回数が多いのですが、こういう私のきょう

の提言は金のかからない、余りかからない。税制

もやめろとは言っていないのです。見直すべきだ

という提言でございますので、決して市税の財政

には影響するものではないと思っています。今後

ともよろしくお願い申し上げて一般質問を終わら

せていただきます。ありがとうございます。

〇議長（村中徹也） これで、白井二郎議員の質問

を終わります。

午後２時20分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時０７分 休憩

午後 ２時２０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎会議時間の延長

〇議長（村中徹也） 本日の会議時間は、議事の都

合により、あらかじめこれを延長いたします。

◎工藤孝夫議員

〇議長（村中徹也） 次は、工藤孝夫議員の登壇を

求めます。４番工藤孝夫議員。

（４番 工藤孝夫議員登壇）

〇４番（工藤孝夫） 日本共産党の工藤孝夫です。

むつ市議会第202回定例会に当たり一般質問をい

たします。

第１は、交通行政であります。この問題につき

ましては、これまでもむつ市議会第191回定例会

を含めてただしてまいりました。すなわち、地方

の歯どめない過疎化の進行に伴い、過疎地域での

公共交通の崩壊が深刻化している状況のもとで、

お年寄りや身体に障害を持つ方など、いわゆる交

通弱者の足の確保に行政がいかに対応するのかと

いう問題であります。

この問題について、市行政としては平成18年

10月及び平成19年10月制定の法律に基づき、むつ

市地域公共交通活性化協議会を設置して協議に入

られていることは承知しているところでありま

す。そうした状況の中で、これまで訴えてきまし

たように、川内地区河川沿いの６地区を結ぶＪＲ

廃止代替バスが地元の交通バス会社で運行され、

住民の足となっています。しかしながら、上り３
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便のうち湯野川地区始発朝一番８時20分では、大

湊線列車快速「しもきた」の８時１分にも、次の

９時10分にも間に合わず、利用できません。同時

に、むつ市行きむつ総合病院経由のＪＲバスに間

に合わない現状にも変わりありません。地域住民

の切実な願いであるＪＲバスとの接続の懸案事項

が地域公共交通活性化協議会の中でどのように取

り扱われているのか、状況と見通しを含め、進捗

状況について答弁を求めます。

第２点は、診療所受診の利便を図ることについ

てであります。４月から診療所に格下げとなり、

医師の退職、減少に伴い、毎日受診できた整形外

科診療が毎週水曜日の午後からの受診となったの

はご承知のとおりであります。このため、水曜日

の整形外科受診の日は、午後からの受診ともあっ

て、患者の診察が終わるのは当然ながら遅くなる

という状況があります。本町住民以外の山の手６

地区の受診患者は、午後零時45分発の下り湯野川

行きの路線バスに間に合わないと、最終便の５時

13分まで待たなくてはならないという実態にあり

。 、 、ます 一方 脇野沢方面のＪＲ便も４便しかなく

午後２時23分の下り脇野沢行きのバスに間に合わ

ないと、６時37分の最終便まで待たなくてはなら

ないのです。このように川内町の山の手６地区と

宿野部、蛎崎の２地区、そして脇野沢本村住民に

とって新たな悩みが加増されました。私は、こう

した地区住民の新たに抱えた苦悩の軽減を図って

いただくべく利便対策を切望するものでありま

す。

ちなみに、１町３村が合併した長野県木曽町で

は、先陣を切った行政を展開し、注目を集めてい

ます。ここでは、１つに、病院をターミナルとし

て３支所を結ぶ幹線バス、２つに、支所の周辺部

を結ぶ巡回バス、３つに電話予約で自宅とバス停

を結ぶデマンド型タクシーの３種類で運行してい

ます。当然財政問題はあるものの、合併前最大

1,560円のバス代がすべて200円と、住民こそが主

人公を貫いています。私は、週１回整形外科のあ

る日、受診者の利便を図る方策方を強く要望する

ものですが、ご答弁を求めます。

次に、行財政について質問いたします。鳩山新

政権の目玉とされ、予算の無駄を洗い出すとして

設置された行政刷新会議のいわゆる事業仕分け作

業が一たん終わったことが報道されました。無駄

な事業は廃止や削減されることは国民の要求であ

り、当然であります。しかしながら、科学技術、

学術文化分野の予算削減に９つの大学学長が、科

学技術立国の基盤の崩壊、学術、文化の創出に至

るとして共同で声明を発表したように、この仕分

けは本当に国民の目線に立ったものだったのか、

これが問題であります。軍事費、大企業、金持ち

優遇という膨大な予算を抱えるこれらは聖域扱い

としてメスは入りませんでした。共産党以外の政

党が税金を分け合っている政党助成金や官房機密

費なども除外です。一方では、ビタミン剤、湿布

などの保険外し、入院時の食費、室内料負担の見

直しなど、国民が期待した民意に沿った形になっ

ているとはとても思えないものに裁定されまし

た。このようにして、９日間に及ぶ447事業が終

わったことが報道されています。また、報道では

廃止と判定された各省の事業は78で、2010年度予

算概算要求額で計1,373億円と報じています。

そこで質問いたしますが、事業仕分けの判定別

では、廃止、見直し、削減、国庫返納と分別され

ていますが、仮にこれに基づいたまま最終予算が

編成された場合、市が現在進めている事業及び長

期総合計画に基づいた事業計画に影響の及ぶ事業

、 。があるのかどうか あるとしたらどういうものか

２点に、市の計画以外のもので考えている事業が

あったらお聞きいたします。また、その際の影響

の有無と対応策はどうされるのかお尋ねいたしま

す。
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質問の第３は、公共建築物の安全対策について

であります。国土交通省の調査によりますと、地

方自治体が管理する都道府県や市町村道などの橋

のうち、老朽化などにより通行どめとなっている

橋は143カ所に上っていることが先月11月４日ま

でに明らかになりました。大型車など通行車両の

重量制限を行っている橋も977カ所あったとして

います。調査結果は、自治体からの回答を集計し

た2008年４月時点のものとしています。通行どめ

の橋のうち、都道府県別、県は４カ所、市町村道

は139カ所で、ことし３月時点で定期点検を行っ

ている市区町村は４割弱、その理由は財政難とい

うことであります。国道を含む全国の道路橋の数

は67万8,600カ所に上り、うち都道府県と市町村

が管理する橋が９割を占めることが報じられてお

ります。こうした現状にありながら、財政難と技

術者不足で補修はおろか、点検すらままならない

というゆゆしき調査結果であります。これらを踏

まえ、むつ市の管轄下の橋の補修、点検はどのよ

うになっているのか、生命及び財産の安全にかか

わる問題です。全体の実態と現状、対策方につい

て答弁を求めます。

次に、学校、保育所、公園など競技用用具や遊

具など、日常の暮らしに密着しており、何より安

全であることが求められます。この補修や点検状

況についてもご答弁を求めます。

以上、住民が直面している切実な問題を中心に

ただしました。市長並びに理事者におかれまして

は、前向きで誠意のあるご答弁を求め、壇上での

質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 工藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、交通行政についての１点目、公共交通シ

ステム等地域公共交通活性化協議会の進捗につい

てのご質問でありますが、議員ご承知のとおり、

住民の生活に必要な交通手段の確保、旅客の利便

性の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービ

スの実現に必要な乗り合い旅客運送の新たな取り

組みに関する事項等を協議するため、昨年９月に

むつ市地域公共交通活性化協議会を設置し、これ

まで３回の協議会を開催しているところでありま

す。委員の構成といたしましては、当市を初め交

通事業者、青森運輸支局、住民利用者の代表等で

構成しており、住民利用者の代表といたしまして

、 、 、は 高等学校長協会下北支部 むつ市連合婦人会

むつ市老人クラブ連合会、むつ青年会議所、むつ

市連合ＰＴＡ及びむつ商工会議所の代表の方々が

委員となり、地域や住民の意見を当協議会の場に

反映していただくこととしております。

当協議会では、市内において下北交通株式会社

及びＪＲバス東北株式会社が運行しております路

線の新設、廃止、一部廃止、減便及び増便等の案

件に係る協議、承認、報告がこれまでの主なもの

でありますが、当市におけるバス交通の現状、新

たな公共交通システムの事例、高校スクールバス

の運行状況等さまざまな地域公共交通に関する情

報を提供いたしまして、委員の皆様にバス交通に

対する理解を深めていただき、当協議会の目的に

即した協議、検討の一助としているところであり

ます。

一方、湯野川線などの廃止路線代替バス等に係

る検討につきましては、地元の方々を交えた協議

が必要であるとの観点から、それぞれの地区にお

いて当協議会の下部組織として地区分科会を設け

協議検討を進める予定としております。大畑地区

においては、現在薬研・小目名線は廃止となって

おりますが、バス事業者から去る３月に利用者の

減少等により路線の維持が困難となり廃止したい

旨の申し出を受けたことから、大畑地区分科会を

３月25日に設置し、現在まで５回の分科会を開催
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し、これまでのバス交通にかわるデマンド型乗り

合いタクシー等の新たな地域公共交通の構築に向

け検討協議を進めているところであります。

次に、２点目の川内交通湯野川線とＪＲ幹線バ

ス「下北シーサイドライン」との接続についての

ご質問でありますが、昨今むつ総合病院や青森市

の病院に受診する方がふえているということか

ら、田名部方面へ向かうＪＲバスの朝一番の便に

接続する湯野川からの便が必要であるとの声が多

いということは事業者からも聞いているところで

ありますが、便数の増については、会社の事業採

算性の問題が根底にありますことから、かなり厳

しいと伺っており、現状においては実現が難しい

ものと考えております。しかしながら、ＪＲバス

との接続に係るバスダイヤについては、協議会に

おける調整事項とならないものであることから、

市として湯野川線沿線の利用者のご意見等を伺い

ながら、利用しやすいダイヤについて会社側と協

議していきたいと考えているところであります。

次に、３点目の診療所受診の利便性を図ること

についてのご質問でありますが、現在川内診療所

では平日の内科、外科、リウマチ科、歯科の診察

のほか、毎週水曜日の12時から整形外科の診察を

行っております。整形外科の診察が週１回という

ことで受診者が多く、脇野沢地区の受診者が診察

を終えてＪＲバスの午後２時半ごろの便に間に合

わない場合は午後６時代の最終便に乗らなければ

ならないという現状につきましては、去る11月

19日に脇野沢地区で開催しましたおでかけ市長室

においてもご意見があった事案であります。この

件につきましては、診療体制にも絡んでいること

から、現在一部事務組合下北医療センターにおい

て脇野沢地区からの受診者に配慮した診療体制等

を鋭意検討しているところであると伺っておりま

す。いずれにいたしましても、脇野沢、川内地区

の公共交通に係る諸問題につきましては、より地

域に密着した目線で意見交換等を行うむつ市地域

公共交通活性化協議会の下部組織であります地区

分科会を今後設置し、西通り地区の公共交通のあ

り方等について検討してまいりたいと考えており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、行財政についての１点目、新政権による

事業仕分けと市の事業計画への影響についてのご

質問にお答えいたします。目時議員へのお答えと

一部重複いたしますが、事業仕分けにつきまして

は、公開の場において外部の視点も入れながら、

それぞれの事業ごとに要否等を議論し判定するも

のであり、透明性を確保しながら予算を見直すこ

とができる有効な方法として今般国において導入

されたものであります。

事業仕分けに当たりましては、国民的な観点か

ら、国の予算、制度、その他国の行政全般のあり

方を刷新するとともに、国、地方公共団体及び民

間の役割のあり方の見直しを行うことを目的とし

て、去る９月18日設置されました国会議員や有識

者で構成される行政刷新会議において進められ、

先般対象となりました217項目の事業について９

日間にわたる作業を終えたところであります。

この仕分けの検討結果につきましては、国の平

成22年度予算編成における重要な判断材料として

示されたところであり、現在精査が進められてお

りますが、どの程度反映され影響が生じるのかは

不透明な状況にあります。なお、市の事業計画へ

の影響、２点目の市以外の事業への影響につきま

しては企画部長から説明いたします。

次に、公共建築物の安全対策についてのご質問

にお答えいたします。１点目の市及び国・県管理

の橋の補修、点検の現状についてのご質問であり

ますが、市では平成19年４月に制定された橋りょ

うの長寿命化修繕計画策定事業費補助制度を活用

し、平成21年度から市道における83の橋りょうに

ついて、平成25年度までに調査点検を終了し、安
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全対策を講じてまいりたいと考えております。平

成21年度は、橋長15メートル以上の44の橋りょう

について調査点検のもととなる基礎資料を作成い

たしております。来年度以降引き続き残る15メー

トル未満の39の橋りょうについて基礎資料を作成

し、並行して具体的な点検作業を進め、橋りょう

の長寿命化と安全対策に取り組んでまいる所存で

あります。

一方、国・県の管理する橋りょうにつきまして

は、青森県が全国に先駆け、平成18年度より点検

及び補修工事を行っており、平成21年度はむつ下

北管内の国道、県道において20の橋りょうの補修

工事を発注していると聞いております。

また、農道、林道等の橋りょうについては担当

部長から答弁をいたします。

２点目のご質問の学校に関しては、教育委員会

から答弁があります。また、保育所、公園等に関

しましては、それぞれ担当部長から答弁をいたし

ます。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（牧野正藏教育長登壇）

（ ） 、〇教育長 牧野正藏 教育委員会が所管する学校

公園の遊具の安全対策についてのご質問にお答え

いたします。

まず、学校遊具につきましては、子供たちが毎

日使用するものでありますので、随時教職員が点

検することとしておりまして、不良箇所等はその

都度連絡をいただき、教育委員会で補修をしてい

るところであります。補修までの間時間を要する

場合には使用停止の表示を施し、ロープなどで立

ち入りを禁止するなどの対策を講じているところ

であります。また、補修不可能となった遊具につ

きましては、速やかに撤去することとしておりま

す。

また、教育委員会が所管する学校以外のむつ運

動公園、大畑中央公園につきましても、指定管理

者により随時点検を行い、学校施設と同様の安全

対策を講じておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（村中徹也） 企画部長。

（ ） 、〇企画部長 阿部 昇 行財政についての１点目

新政権による事業仕分けと市の事業計画への影響

について市長答弁に補足説明をさせていただきま

す。

事業仕分けの結果が仮にそのまま政府案となっ

た場合のむつ市長期総合計画実施計画への影響に

ついてでありますが、直近の平成20年度から平成

22年度の計画に計上されております影響の可能性

がある事業につきましては、予算の縮減とされま

した水産基盤整備事業にかかわる漁港整備事業県

営負担金、それから実施は各自治体の判断に任せ

るとされました下水道整備事業の２件となってご

ざいます。しかしながら、先ほど市長の答弁にも

ございましたように、仕分けの対象となりました

事業については、個別、具体の内容が示されてお

りませんし、実際にどの程度の影響になるのか、

とらえることができない状況にありますことか

ら、多くを語ることはできかねます。したがいま

して、国の予算編成や各事業における予算執行の

運用方針など今後の動向を注視し、その影響を見

きわめてまいりたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

次に、事業仕分けによる市以外のと、議員おっ

しゃる市以外ということにつきましては、国の制

度によるという意味で受けとめさせていただきま

した。そういった事業への影響についてでありま

すが、長期総合計画にはのっていないものの、市

の事務事業全般を俯瞰した場合に影響が考えられ

るものはないかとのお尋ねの趣旨ということでご

ざいますが、この点につきましては、金額的に大

きいものの例で申し上げますと、まず地方交付税

についてでありますが、これにつきましては、抜
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本的な制度見直しを行う必要があるとされました

ほか、電源立地地域対策交付金においては使途を

自治体の自由な判断に任せるべきということが取

りまとめとして出されておりますし、また保育所

運営負担金においては、子ども手当が創設される

中で、平成10年から使われている現在の費用徴収

基準でいいのかどうか、応能負担の妥当性という

点を具体的に検討すべき等とされたところであり

ます。

前段で申し上げましたように、個々、具体的な

内容については示されておりませんので、将来の

構想にあるものも含めまして、今の段階では実際

の影響額がどの程度になるのか、まだまだはかり

かねるというのが実情でございます。今後国家戦

略室での議論や財務省の予算査定の経過等、国の

平成22年度予算編成状況を注視してまいりたいと

考えておりますので、重ねてご理解賜りますよう

によろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） ご質問の３点目の公共建

築物の安全対策について、市長答弁に補足説明さ

せていただきます。

まず、経済部が所管する農道、林道に係る橋の

点検と補修の状況についてであります。農道にか

かる橋は、川内地区の３農道５カ所、また林道に

かかる橋は、川内地区３路線３カ所にかけられて

おりますが、年１回の目視により点検し、異常が

ないことから補修は実施しておりません。そのほ

かに遊歩道等には川内地区３カ所、大畑地区２カ

所に橋がかかっております。これも毎年目視によ

る点検を行い、３カ所については異常がないこと

を確認しております。川内川渓谷下流に設置され

ているつり橋のあじさい橋については、平成20年

度に調査を委託した結果、おおむね問題はありま

せんでしたが、一部の床板が腐食していることか

ら、ことしの春に交換しております。また、上流

のあすなろ橋については、６本のケーブルでの張

力により維持されておりますが、このうち１本に

若干のたるみを確認したため、今後注意深く目視

の点検を続けるとともに、補修等についてはどの

ような方策をとるべきか検討を進めております。

次に、遊具等を設置している公園等の点検と補

修の状況についてであります。むつ地区の早掛レ

イクサイドヒルキャンプ場及び脇野沢地区の山村

広場、滝山農村公園の３公園でありますが、この

中で山村広場の滑り台は老朽化と損傷により補修

できる状況にはないことから、現在は使用を禁止

する措置をとっており、今後は撤去する方向で検

討を進めております。他の２施設については、毎

年目視により点検を行い、異常がないことから補

修は実施しておりませんので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 遊具の安全対策に関

する保育所に係る部分についてお答えいたしま

す。

市内には、むつ地区３カ所、大畑地区１カ所の

合計４カ所の保育所がございます。これら保育所

の遊具の状況ですが、むつ地区の３保育所の遊具

につきましては、昭和41年設置の遊具を初め相当

の年数が経過しているものがほとんどであり、現

、 、在の設置数は新町保育所４基 横迎町保育所３基

緑町保育所４基となっております。また、大畑中

央保育所につきましては、平成14年に７基が設置

されており、比較的新しいものであります。各保

育所の遊具に関しましては、年１回専門業者に委

託して点検を行っており、異常等が指摘された場

合にはすぐに補修をいたしますし、修理不可能な

場合には撤去することとしております。そのほか

各保育所では、毎月１回職員による触診や目視に

よる点検をして記録しているところであり、さら
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に利用時にも確認するなど、その状態を常に観察

いたしております。いずれにいたしましても、子

供たちには安全、安心な環境を提供してまいりた

いと存じておりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 公園の遊具の点検補修に

ついて建設部所管にかかわる部分を市長答弁に補

足説明させていただきます。

、 、建設部が所管する公園は 40カ所ございますが

このうち遊具を設置している公園は29カ所で、

117基の遊具が設置されております。これらの遊

具の点検は、年１回専門業者による点検のほか、

日常の管理において職員の目視による自主点検も

行っております。これらの点検結果をもとにふぐ

あい箇所の修繕を実施し、安全確保に努めている

ところでございますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） 質問の３点目から再質問させ

ていただきます。

橋の補修点検にかかわることであります。国土

交通省では進まない原因は財政の不足ということ

も言っているわけですけれども、同時に橋の維持

管理を担当できる技術職員が市町村では平均

、 。3.5人だと こういうふうに言っているわけです

そこで、この維持管理を担当できる技術職員はむ

つ市では何人ぐらいいるのか、お尋ねしたいと思

います。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） お答えいたします。

橋の点検等の詳しいところを見れる技術者とい

うことになりますと、そんなに数多くいるわけで

はございませんが、今青森県のほうでその点検の

仕方、これらの研修をしております。それにうち

のほうの職員、技術職員が行って交代で研修を受

けてきておりますので、人数はふえてきておりま

すけれども、今何人という人数までは把握してご

ざいません。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） 人数については把握していな

、 。いけれども 研修にやっているという答弁でした

こういう職員の育成ということについて、市長は

どういうふうに考えておられるのでありましょう

か。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 橋の問題、技術者というふ

うなことで、橋に限って言いますけれども、例え

ば橋りょうの強度の部分だとかさまざまな部分

で、そういうふうなところはなかなか、私も素人

ですので、よくわかりませんけれども、非常に強

度の部分では張力だとか、そういうふうなものも

あろうと思います。しかしながら、そういう技術

者は何級だとか、１級だとか２級だとか、そうい

うふうな技術的な免許を持っていなくても、当然

市といたしましては、さまざまな講習、そして研

修会等を通じて技術力を高める必要性は認識して

おります。それで対応していきます。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） この点については、ぜひそう

いう方向で取り組んでいっていただきたいという

ふうに要請したいと思います。

事業仕分けの問題であります。私むつ市の長期

総合計画、これは全体の骨格をなすものだという

意味で尋ねたわけですけれども、いろいろ廃止さ

れた中身を見ますと、例えば市がこれまで取り組

んできた産学官連携事業は廃止だと。金額にして

は268億円だと、こうされているわけです。こう

いう事業、今までやってきた、あるいはこれから

もやっていくのかどうかわかりませんけれども、

こういうのはどういうふうに今後進んでいくので

ありましょうか。
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〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） あくまでも事業仕分けの段

階でそういう話し合いがなされたものでありまし

て、今後予算の中でどういうふうに事業仕分けで

仕分けられた判断が予算に結果として出てくるの

かは推移を見守るしかないというふうなことでご

ざいます。

今二百数十億円の削減というお話がございまし

たけれども、それが果たして予算に、そのとおり

の形で削減されていくのかどうか、これはまだ全

く見えないわけでございます。これから平成22年

度の国の予算が策定されるわけでございますの

で、その推移を見守るしかないと。地方公共団体

としてはそういう形で注視するというふうなこと

しかないと思います。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） 演壇でも申し上げましたけれ

ども、この仕分けの結果によって、今言った産学

官連携事業がこれだけ話し合われてきたと思うの

ですけれども、これは廃止だというふうになった

わけですね。これがこのまま予算措置されずに廃

止になった場合、市としてはこういう事業等につ

いてどういうふうに進んでいくのでしょうかとい

うことを私は聞きたかったわけです。

〇議長（村中徹也） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） 議員おっしゃる意味は、

産学官が事業仕分けにおいて今取りざたされた

と。廃止と、その事業の意味は、私ども市独自で

産学官、雇用の場の創出という意味の取り組みの

次元とは違った趣旨のものと私は理解しておりま

すが。それでお答えにさせていただきたいと思い

ます。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） ついででありますので、お尋

ねします。

、 、下水道事業5,188億円 これも地方の判断だと

地方移管だと、こういうふうにされております。

これなどの影響についてはどのようにお考えでし

ょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 下水道事業が地方に移管す

るというふうなこと、これも事業仕分けの中での

判断がなされたわけでありまして、今後国のほう

で予算を策定する中でどういうふうに反映されて

いくのかしっかりと注目していかなければいけな

い。今はその段階でございます。それ以上のこと

はなかなか判断はできないものだと、このように

思います。これからの話でございます。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） 交通行政について、確認の意

味で再質問いたします。

市長答弁は、湯野川線がＪＲ幹線との接続の問

題、それからむつ総合病院の経営の問題、これに

ついては下部組織をつくって住民とバス会社とで

今後話し合っていきたいという答弁だったと思い

ますけれども、それでよろしいですか。

それから、新たに出てきた問題で整形外科の受

診の日の足の確保については、デマンド型乗り合

いタクシーという方向で脇野沢方面、これは協議

、 。会の中で検討していくと これでよろしいですか

〇議長（村中徹也） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） 西通り地区につきまして

は、先ほど市長答弁にもございましたように、今

大畑地区の分科会において薬研・小目名線の代替

の公共システムについて最後の詰めの調整に入っ

ている段階でございますので、それを見きわめな

がら、西通り地区のほうの検討に、大畑と同じよ

うな分科会を設けて、地域の現場の声をしっかり

と受けとめながら、よりよい公共交通システムと

いうことについて議論をさせていただきたいと、

こういう考えでございます。

〇議長（村中徹也） ４番。
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〇４番（工藤孝夫） 脇野沢地区のほうではそうい

う方向で進めていきたいという部長答弁でござい

ました。

ちなみに、６集落を抱える湯野川方面ではどう

なのでしょう。

〇議長（村中徹也） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） 地域地域によりまして、

同じような類型と思われましても、いろんな種々

の違い、異なった背景がございます。しかしなが

ら、大畑の薬研・小目名線と同じような中で、ま

た西通り地区の脇野沢におきましても、湯野川の

ラインもそうでございますが、同様に地区の分科

会、これにつきましては脇野沢は脇野沢で個別に

という形がよろしいのか、湯野川方面のほうとも

兼ね合いを持たせながら、それを連結した形で議

論をしたほうがよろしいのか、これは今後の検討

課題にさせていただきたいと思います。

いずれにいたしましても、分科会を設けて検討

していくということでご理解をいただきたいと思

います。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） 取り組み方についてはわかり

ました。よりよい議論の方向でという部長答弁も

ありましたので、大いに期待したいというふうに

思います。

最後に、市長の見解をお聞きいたします。整形

外科診療日に今述べたデマンド型タクシーを運行

するということと関連があるのですけれども、こ

の整形外科の診療日が午前中になされれば、非常

にこの問題については大きく緩和というか、解消

、 、といいますか そういう方向に行くわけですから

この点とあわせて探求していってほしいと、こう

思っております。これについてのご見解をお願い

いたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ちょっと工藤孝夫議員に誤

解があるのではないかなと思います。デマンドタ

クシーにつきましては、薬研・小目名線のほうが

これからそういう形の中で協議を進めているとい

うふうなことでございまして、西通り地区の分科

会はこれからつくっていって、そういうものをひ

っくるめまして協議を進めていこうというふうな

ことでございますので、その点誤解のないように

お願いをしたい。

しかしながら、先般脇野沢のおでかけ市長室が

ございました。その際に整形外科の診療時間とバ

スの待ち時間等の部分、このお話がございました

ので、私は今下北医療センターのほうに受診者に

配慮した診療体制等ができないのかというふうな

ことで、検討をさせております。これは今午前中

にドクターを配置すればいいのではないかという

ご提言がありましたけれども、むつ総合病院の診

療、非常に多くの患者さんもおるわけでございま

す。そういう診療体制を見ながらというふうなこ

とでございますので、非常にドクター不足、この

部分もあります。その診療体制も絡んでいるわけ

でございますので、今の段階でただちにそうする

というお答えをすることはできません。しかしな

がら、おでかけ市長室の中で出ましたご意見、そ

の部分はしっかりと検討をさせておりますので、

その点でご理解をいただければなと、このように

思います。

〇議長（村中徹也） ４番。

〇４番（工藤孝夫） きょうも同僚議員の質問に答

えておりました。新政権はコンクリートから人へ

と言っているけれども、地方にとって果たしてそ

う短絡的に言っていいのかどうかということを考

、 、 、えると 市長はそういう答弁をされながら 地方

特に地域において、それは考慮していかなければ

ならないというふうな見解を述べておられます。

、 、 、地方 特に地域にあっては このバスの交通手段

医療施設同様に、これが非常にうまくいかないと
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いうことになりますと、過疎地域での住民の生活

していく基盤、これそのものが失われるわけです

から、そういう重大ないわゆる地域行政といいま

すか、それがかかっている問題だということで、

行政としてはそういうところに光をぜひ差し込ん

でいく方向で頑張っていただきたいということを

要望して終わりたいと思います。

〇議長（村中徹也） これで、工藤孝夫議員の質問

を終わります。

午後３時15分まで暫時休憩いたします。

午後 ３時０５分 休憩

午後 ３時１５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎横垣成年議員

〇議長（村中徹也） 次は、横垣成年議員の登壇を

求めます。５番横垣成年議員。

（５番 横垣成年議員登壇）

〇５番（横垣成年） 最後のトリを務めます日本共

産党、横垣成年です。むつ市議会第202回定例会

に当たり一般質問を行います。市長初め理事者に

おかれましては、前向きのご答弁、よろしくお願

いをいたします。

余りにもひどかった自民党政治が終わりを告

げ、それにかわる民主党中心の政治が始まって、

はや３カ月が経過いたしました。民主党は、後期

高齢者医療制度はただちに廃止しますと公約した

にもかかわらず、新制度ができるまで廃止を先送

りしますと約束を守りません。民主党は、沖縄の

県民の意思を尊重し、普天間基地は県外または国

外に移設しますと公約したにもかかわらず、日米

安保条約のもと、米軍基地はアジアの平和に寄与

していると自民党と同じことを言い始め、約束を

守りません。民主党は、官房機密費は必ず公表い

たしますと公約したにもかかわらず、公表は相手

もあることなのでと、手のひらを返すように公表

しない態度に豹変、約束を守りません。

一方、民主党中心の政権は、生活保護世帯の母

子加算を復活させ、肝炎患者の救済法案、肝炎対

策基本法や原爆症基金法を成立させ、無駄なダム

建設の見直しなどに着手いたしました。自民党と

同じような体質をひた隠しにしながら、国民向け

のポーズはとらなければならない民主党中心の政

権は、行き先はどこなのか、かじとりがだれなの

か、当事者の鳩山首相でさえもよくわからないま

ま、よろよろと船出したのであります。世の中思

うようにはいかないものとあきらめながらも、国

民はしっかりと行き先を見据えております。財界

中心でもない、アメリカ中心でもない、国民中心

の政治を何よりも求めているのが国民だからであ

ります。

さて、質問の第１点目、釜臥山に建設中のＦＰ

Ｓ―５レーダーについてです。現在建設のレーダ

ーは、今までのレーダーと違い、余りにも巨大過

ぎます。なぜ巨大な建物となっているのでしょう

か。今までと何が違うのでしょうか。強力な電磁

波を出すとも言われております。影響はないもの

。 、 、 、でしょうか 防衛力の強化といって 環境 景観

住民に配慮は要らないという時代ではありませ

ん。巨大な建物に驚いている市民に市として説明

、 。する義務があると思いますが お聞きいたします

また、今までのレーダーは釜臥山の稜線に溶け

込むような形のものであったために、市民は違和

感もなくレーダー基地を受け入れてきました。し

かし、現在建設中の建物は、釜臥山の稜線から大

きくはみ出し、釜臥山を土台として、まさに踏み

つけにして建てられております。巨大な建物が下

北のシンボル釜臥山の景観を台なしにしてしまっ

ている現実をどのように考えているのかお聞きい
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たします。

質問の第２点目、むつ市の木「ひば」について

です。青森県は、全国のヒバの８割の蓄積量を保

持しております。むつ市は、県内で最も大きな蓄

積量を保持していると思います。いわゆる日本で

一番大きなヒバの産地と言えるのであります。に

もかかわらず、なぜ今までむつ市にはヒバを中心

とした産業が起こらなかったのでありましょう

か。そこには、ヒバという最高級の木材への理解

は市民にあったが、成長に100年、200年以上かか

ることがヒバ植林意欲を減退させ、生きているう

ちに収入を得たいという思いが国の杉植林推進政

策と一致し、杉植林一辺倒となってしまった、こ

ういうことがあるのではないでしょうか。

また、行政としてもほとんどヒバに目を向ける

ことはなく、行政としてヒバ育成という施策を持

つことがなかったということに尽きるのではない

。 。 、かと思います 残念なことであります むつ市は

ヒバ林の最大の産地としての施策を持つべきだと

思います。今からむつ市の100年後、200年後の子

孫のためにヒバの植林を促進すべきではありませ

んか。市として何か考えているものはあるのでし

ょうか。例えばヒバの植林を促すためにも、むつ

市独自の施策、苗木への補助金を創設すべきと思

いますが、お聞きいたします。

また、日本の三大美林の一つ、ヒバのＰＲ強化

と市民への啓蒙についてであります。市民の啓蒙

によって、市民がヒバを大切にし、そして育て、

ヒバを誇りとする地域づくりとなります。ヒバと

いうすばらしい美林が育つすばらしい自然を保持

している地域となります。ＰＲによって県内外の

。 、方が下北に注目するようになります そうすると

ヒバの価値がますます高くなり、最高級品で取引

される建材となることでしょう。むつ市としてヒ

バのＰＲ強化と市民への啓蒙を進めるべきと思い

ますが、お聞きいたします。

質問の第３点目、ひとり暮らしの高齢者などに

ついてであります。むつ市民の住宅用火災警報器

設置状況はどうなっているのでしょう。また、ひ

とり暮らし高齢者、障害者、難病患者等への火災

警報器設置について、今までの市の取り組みはど

うだったのか、助成を検討し、火事による被害を

最小限に抑える努力をすべきではないでしょう

か。身体障害者などに実施しているむつ市地域生

活支援事業によるむつ市の取り組み、火災警報器

。 、の普及と活用はどうだったのでしょうか そして

高齢者日常生活用具給付事業として他自治体は高

、 、齢者に対し 地域生活支援事業にある電磁調理器

、 。火災報知機 自動消火器の給付を設けております

むつ市は、なぜ給付対象としないのか、高齢者日

常生活用具給付事業を設け、火災警報器設置の促

進に努め、高齢者、障害者などの火災による被害

防止に取り組むべきと思いますが、お聞きいたし

ます。

質問の第４点目、市民体育館の改修についてで

す。体育館は、建てて何年経過しているのでしょ

う。また、壊れている部分はないのでしょうか。

今の体育館の状態は、日常使用している市民にと

っては使用にたえ得る限界の状態にあります。私

も日ごろバドミントンをやり、市民体育館を使用

しているのですが、床はゆがみ、ペットボトルが

倒れると、ころころと転がっていくほどゆがんで

おります。ひどいものです。

陸前高田市は 33年経過の体育館を２億7,250万、

。 、円で改修することになっております 工事内容は

アリーナ床の全面改修、側壁張りかえ、既存の屋

根にカバールーフ取りつけ、防音、音響、トイレ

改修、温水シャワー設置等の改修で２億7,250万

円だそうであります。また、市民体育館は原子力

災害の避難所ともなっておりますが、避難所とし

て適切な建物の構造となっているのでしょうか。

福島県は、原発のたくさんある県でありますが、
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避難所については耐震構造の準耐火構造でできる

限り生活面での障害が除去された公共施設とする

ことが望ましい、このように避難所を指定してお

ります。原子力災害の避難所としてもしっかりと

した建物でなければなりません。ただちに改修に

取り組むべきと思いますが、お聞きいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員のご質問にお答え

いたします。

まず、現在建設中の新型レーダーがこれまでの

レーダーと比べ、あのように巨大なのはどのよう

な違いがあるのか、巨大な建物に驚いている市民

に説明する義務があるのではないかとのご質問と

承りました。これまでのレーダーＦＰＳ―２は昭

、 、和55年に配備されており 以来二十数年が経過し

老朽化が進んだことにより時代に見合った高性能

なものに更新することが必要であることから、現

在新型レーダーであるＦＰＳ―５が建設されてい

るところであります。この件につきましては、航

空自衛隊第42警戒群司令から概要説明をいただい

ているほか、本年５月11日発行のむつ市政だより

において 「航空自衛隊大湊分屯基地からのお知、

らせ」として広報を行っております。それらの説

明によりますと、新型レーダーには新たに弾道ミ

サイルの探知・追尾機能が付加されているという

ことであり、その点がこれまでのレーダーと最も

大きく異なる部分であると認識しているところで

あります。

また、市民に説明する義務があるのではないか

とのことですが、平成20年６月のむつ市議会第

196回定例会において工藤孝夫議員からのご質問

、 、にもありましたが 議会において意見が集約され

説明会の要請があった場合には第42警戒群のほう

に交渉させていただきたいとお答えしているとこ

ろであり、現在もそのスタンスは変わっておりま

、 。せんので この趣旨でご理解賜りたいと存じます

次に、景観という側面からのお尋ねでございま

すが、ことしの夏ごろから市街地から見ても、そ

の巨大な構築物が組み上がっていく様がまさに手

にとるようにわかり、少し下がったところにある

展望台と比較しても、その大きさは際立っている

と言えます。市民の多くの方が違和感を覚えてお

られることも無理のないことと考えております。

ただ、平成10年には弾道ミサイルとおぼしき飛翔

体が発射され、私たちの頭上を飛び越え、太平洋

上に落下し、ことしの春にも再び飛翔体が発射さ

れていることは皆様ご承知のとおりです。このよ

うな現実を踏まえたとき、飛翔体をいち早くとら

え、その経路や予想到達地点等を即座に把握する

ことが私たち国民の安全を守るという国の責務の

、 、 、一つと認識しており むつ市民のみならず 県民

国民のためのレーダー建設と考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、人体への影響や電波障害についてのお尋

ねについてでありますが、これも５月11日発行の

むつ市政だよりにおいて、レーダーの電磁波など

による人体への影響やテレビ、ラジオに対する電

波障害はありませんとお知らせしているところで

あります。これにつきましては、電波法第30条及

び電波防護指針に適合するように、人体への影響

が及ばないよう措置するとのことで説明を受けて

おりますし、また電波障害につきましては自衛隊

法第112条に従い、テレビ、ラジオ、携帯電話等

の運用を阻害するような混信が起こらないように

総務省との調整を行ったうえで電波を使用すると

のことで説明を受けておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、むつ市の木「ひば」についてのご質問に

お答えいたします。まず１点目のヒバの苗木の補

助金創設についてであります。ことしむつ市は市
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制施行50周年、合併５周年を迎え、記念すべき節

目の年に当たり、市を象徴する新たな花、鳥、木

が制定されたことから、本庁舎地内、各庁舎地内

にむつ市の花ハマナス及びヒバの苗木を、地域の

未来を担う子供たちとともに記念植樹したところ

でもあります。

議員ご承知のとおり、下北地域は古くからヒバ

の一大産地であり、ヒバの積み出し港として地域

の発展に大きく貢献してきた歴史がありますが、

年々その産出量は減少し、現在ではヒバ材は貴重

なものとなっておるところであります。

ヒバ材産地としてのむつ市の現状を見ますと、

青森県内には全国の８割に当たる1,284万立方メ

ートルに及ぶヒバが蓄積されており、この中で下

北半島には２万2,377ヘクタールのヒバの森林が

存在し、さらに当むつ市には１万5,719ヘクター

ル、409万立方メートルのヒバの資源があるとさ

れています。しかしながら、これらのほとんどが

国有林であり、現在では計画伐採により資源を守

りながら産出されているもので、平成19年度の実

績では8,358立方メートルの伐採材積があり、貴

重な木材として出荷されているものであります。

、 、 、一方 民有林においては 森林簿によりますと

52ヘクタールのヒバの単層林がありますが、その

ほとんどが樹齢が３年から15年の幼齢木で、木材

として活用するにはこれから長い年月を要するこ

ととなります。

また、むつ市の民有林でのヒバ植林実績は、平

成16年度から平成20年度までの５年間で8.35ヘク

タール、約２万本が植えつけされております。ヒ

バは伐期に達するまでには長い期間を要し、産業

としての効果は一朝一夕ではあらわれないところ

でありますが、ヒバは耐久性や抗菌性、防腐性に

すぐれ、加工品や建築材としての資源として期待

が持てることから、その価値を未来への財産とし

て引き継ぐためにも、森林所有者の方々へは補助

制度の周知を図り、活用をＰＲするとともに、今

後の支援策については現行の青森県民有林野造林

補助事業等の補助制度を精査しながら、どのよう

な支援策が必要か研究してまいりたいと存じま

す。

次に、２点目の日本の三大美林ヒバのＰＲ強化

と市民への啓蒙についてであります。ヒバは、根

を強く張り、真っすぐに伸びた幹は堂々とし、冬

の寒さにじっと耐えるかの姿は下北の地にはぐく

まれたたくましい力が秘められているように感じ

られるとともに、ヒバ材は耐久性や木目の美しさ

などからすぐれた建築資材として知られ、地域と

のかかわりも深く、市民に親しまれ、愛着を持た

れております。また、青森ヒバにはさまざまな効

能があると古くから言われ、その源はヒバ油にあ

るとされており、強い抗菌作用とともにヒバ材を

使った家にはシロアリなどの害虫が寄らないと言

われるほど殺蟻性もあることが証明されており、

このような特性から、社寺仏閣などの重要建築材

としても使用されてきたのはご承知のとおりであ

ります。

市では、このような特性を持つヒバを市の木と

して制定いたしましたが、広く市民の皆様に周知

を図り、市民が誇りと自信を持ってむつ市を市内

外にＰＲできるよう地域を挙げて子供のころから

自然を守り育てる心をはぐくむ取り組みが必要で

あると考えているところであります。このことか

ら、市民の方々が行うヒバの植樹活動を支援する

とともに、市有林で杉等の伐期を迎えている林地

の伐採後の活用策として、市民とともにヒバを植

林し、市民の親しめる森としての整備を進めるこ

とにより、市の木でありますヒバを身近に感じ、

市民が誇りを持って後世に引き継ぐことができる

よう、その方法を検討してまいりたいと存じます

ので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

次に、ご質問の第３点目、ひとり暮らしの高齢
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者等についてお答えいたします。まず、住宅用火

災警報器の設置状況と助成についてであります

、 、が 住宅用火災警報器の設置状況につきましては

平成18年６月から消防法の改正により設置が義務

づけられたことから、以降半年ごとに各消防署で

アンケート調査を実施しております。その結果に

よりますと、実際の設置数につきましては、アン

ケート調査ですので把握できませんが、市全体の

設置率は約80％と推定されるとのことでありま

す。なお、ひとり暮らしの高齢者の方や障害者、

難病患者の方々のみに関しての調査はいたしてお

りませんので、ご了承いただきたいと存じます。

次に、今までのむつ市の取り組みと助成は検討

したのかというお尋ねですが、このことにつきま

しては、平成９年度から平成17年度まで寝たきり

老人日常生活用具給付等事業として助成しており

ました。この事業は、次のご質問の高齢者日常生

活用具給付事業の充実についてと同一の事業とな

りますので、あわせてお答えすることをご了承い

ただきたいと存じます。

これは、虚弱な高齢者の方々等日常生活を営む

ことに支障がある方を対象に電磁調理器や火災警

報器等の日常生活用具の給付または貸与を行うと

いう事業ですが、火災警報器は長年給付の実績が

なく、他の品目につきましても実績が少ないこと

に加えて国庫補助対象外となったことから、平成

17年度で事業を廃止したものであります。また、

県内９市の事業実施状況を見ましても、八戸市及

びつがる市以外は当市同様事業を廃止または未実

施という状況でございます。

また、生活支援事業の普及と活用はどうなった

のかというご質問でございますが、この事業は障

害者自立支援法に基づく国及び県の補助対象事業

となっており、障害者の方々等が自立した日常生

活または社会生活を営むことができるように支援

している事業でありまして、その中の日常生活用

具給付等事業において火災警報器の給付を行って

おりますが、平成18年度から現在までのところ給

付実績はございませんでした。

制度の周知につきましては、障害者となられた

方にはご相談にお越しになられた際に窓口におい

て諸制度のあらましとしてガイドブックを手渡

し、説明をいたしております。なお、ひとり暮ら

しの高齢者に対する火災警報器の助成について

は、市では実施しておりませんが、むつ市社会福

祉協議会では平成19年度から住宅用火災警報器設

置事業として、住宅用火災警報器の設置を希望す

る方に取りつけをしており、今年度の配分20台に

つきましては、これからの作業になるということ

であります。

また、先ほど申し上げましたアンケート調査結

果からは、既に８割の世帯が設置済みというデー

タが出ておりますことから、今後の動向を見なが

ら対応してまいりたいと存じますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

市民体育館については、教育委員会より答弁い

たします。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（牧野正藏教育長登壇）

〇教育長（牧野正藏） 横垣議員の市民体育館の改

修についてのご質問にお答えいたします。

むつ市民体育館は、昭和51年に建設され、昭和

52年にあすなろ国体の女子バレーボールの競技会

場として使用されたことは周知のところでありま

す。本体育館は、これまで体育、文化活動にと多

くの市民に利用されてきておりますが、築33年が

経過し、老朽化の進行に伴い、各部所にゆがみが

生じている現状にあります。

その現状の主なものを申し上げますと、２機あ

る暖房機のうち１機は使用不能となり、現在他の

暖房機器リースによるジェットヒーター２機によ

り対応している状況にあります。また、特に床に
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つきましては、議員ご指摘のとおり、５センチメ

ートル以上の傾きとゆがみがあり、利用者にはご

。 、不便をおかけしているところであります しかし

全面改修することになりますと多額の改修費が必

要となります。午前中にも浅利議員のご質問にお

答えさせていただきましたが、現在教育委員会で

は子供の安全、安心を最重要課題として学校の耐

震改修、危険校舎の改築に取り組んでいるところ

であり、体育館の改修につきましては、合併後の

各地区の体育施設の状況等を総合的に検証しなが

ら検討してまいりたいと考えておりますので、ご

理解賜りたいと存じます。

また、市民体育館が原子力災害の避難場所とし

て適切かとのご質問についてでありますが、市民

体育館は耐震対策を講じていないことから、地震

に対しては不安が残りますものの、そのほかの大

雨災害、原子力災害等に対しては、避難場所とし

て十分に機能するものと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 順を追って再質問させていた

だきます。

まず、レーダーについてであります。市長の感

想をお聞かせ願いたいのですが、とにかくああい

う巨大な建物になったということで、市長はまず

どのように感じられましたでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） でかいレーダーだなと思い

ました。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 市民は、それ以上に何かすご

く感じ入っているものがかなりあるのです。市長

は、ただでかいというだけの感想で終わりだった

ようでありますが、やはり市民の中には、私も小

さいころから見てきて、今までは稜線を壊さない

ものでしたから、とにかくどこにいても釜臥山が

下北にいると見える、きれいないい山だなと思っ

、 、ていたけれども そういうふうに親しんだ山から

ぼんと出てきたものですから、かなり心を痛めて

いるという。ふるさとの大切な山がああいう形に

なってどうなのだろうなというふうな形でかなり

、 、がっかりしている市民がいるし 私もそう思うし

そういう声をたくさん聞いております。まず、こ

のことを市長にはお伝えしておきたいなというふ

うに思います。

さて、かなり強力な電磁波を出すレーダーとい

うことで、先ほど市長も電磁波を出すということ

で、それなりに障害はありませんが、人体、また

電波障害がないように運用するとかというふうな

答弁をしたのであります。これは、答弁が何かは

っきりしなかったので、再度確認させていただき

たいのですが、強力な電磁波を出すのですが、実

際何も問題がないものなのでしょうか。この電磁

波というのは何なのでしょう、どういうものなの

、 。でしょうか ちょっと教えてもらいたいのですが

〇議長（村中徹也） 市長。

（ ） 、 。〇市長 宮下順一郎 電磁波は 私わかりません

ただ、その電磁波などによる人体への影響やテレ

ビ、ラジオに対する電波障害はありませんという

ふうなお知らせをいただいておりますし、その部

分で市政だよりに広報させていただいておりま

す。電磁波の詳しい内容は、わかりません。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） この電磁波について、国会で

やりとりしているのです、市長。高橋千鶴子国会

議員がこの電磁波の影響はないのかということ

で、これＸバンドレーダー、車力につくられるこ

のレーダーの影響はないのかと。それに続いて大

田さんとかという方がこの釜臥山のＦＰＳ―５に

ついての影響はないのかということを聞いている

のです。そうしたら、国会の質問主意書の答弁で

は、電磁波の影響としては一般的には電波干渉や
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発熱効果が考えられると答えているのです。何も

影響ないと答えていないのです。こういうレーダ

ーが展開される場合においては、政府としては他

の無線局の運用を阻害するような混信を防止する

とともに、人体に危害を及ぼすことのないよう必

要な措置をとる考えであると。これは国会の中の

質問主意書の答弁に書いてあるのです。だから、

影響はあると言っているのです、市長。そういう

意味では、こういう事実をやはり地元の自治体と

してもしっかりとらえて、市政だよりには影響は

ないというふうに書いたみたいですけれども、訂

正して、この部分は再掲載する必要があるのでは

ないですか。そういう意味ではうその広報を出し

ているわけですから。市長、どうでしょう。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 国会での質問主意書のその

やりとりは、今初めて聞いたわけでございますけ

れども、影響のないように措置をするというふう

、 、な たしかそういうくだりがあったわけですので

影響のないような措置をされて影響がないという

ふうなお知らせをいただいているわけでございま

すので、ご理解いただけるのでないかなと思いま

す。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 先ほど市長は、影響はないか

ら大丈夫だという答弁をしましたよね。影響がな

いと言いましたよね。この書き方は違うのです。

影響がないよう運用する。それはそうでしょう。

影響があるものなのだから、電磁波というのは。

市長は、電磁波について何も知らないとかという

ことを言ったのですけれども、電子レンジも、電

磁波で熱を出しているのです。なぜそういうふう

に熱を出すかというと、Ｈ Ｏ、水の分子を刺激２

するのです、電磁波というのは。だから水分が蒸

発している。そして、熱を持つと。例えばこの強

力な電磁波が飛んでいる鳥、飛ぶ鳥です、これを

ずっと追いかけていけば、多分鳥は落ちると思い

。 。ます 内部の水分がどんどん蒸発してしまうから

というものなのです、市長。だから、何も影響が

ないわけではないし、またそうならないように運

、 。 。用するという答弁なのです 市長 わかりますか

しかも、この車力に展開するＸバンドレーダー

は、Ｓバンド、Ｌバンド、Ｘバンドといろんな電

磁波の周波があるのです。我々のテレビとかラジ

オは、これは短波とか長波を使っていますが、そ

れ以上の周波数の低いのをＳバンド、Ｌバンド、

そしてまたＸバンドという順番で使っているので

す。Ｘバンドの電磁波は波長が長いのです。長い

電磁波を出すと遠くまで飛ぶのです。だから、車

力のＸバンドは大体5,000キロまで飛ぶと言って

います。それを補佐するために、市長は弾道ミサ

イルを追跡するためにＦＰＳ―５に強化されたと

言いましたけれども、それはそのとおりなのです

が、ただ車力のＸバンドと共同したレーダー施設

になっているのです。波長が長い電磁波を出せば

出すほど、逆に細かい部分をとらえられないので

す、波長が大きいから。それで、Ｓバンド、Ｌバ

ンドというと波長がもっと短いものだから、もっ

と細かい物体でも追跡できる。しかし、遠くには

飛べない、大体2,000キロとかと言われています

けれども。だから、まず5,000キロから発射され

たミサイルをとらえて、2,000キロぐらいになっ

たら、今度釜臥山のレーダーでとらえて、それで

追跡していくというふうな形で一体の施設になっ

ているのです。だから、2,000キロまで飛ぶ電磁

波ですから、物すごく強力な電波を出さないとあ

っちまで飛ばないです。だって、テレビの放送、

ＶＨＦ、ＵＨＦあるけれども、あれ青森県内ぐら

いでしょう、１つのアンテナで、遠く飛んでも。

ところが ああいう波長の長い電磁波だと2,000キ、

ロ、5,000キロまで飛ぶ。すごく強力な電磁波な

のです、市長。そういうことを市民に教える必要
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があるのかなと私は思っているのです。こういう

危険なものなのです、前提として。いいですか。

そういう危険なものだということで、きちっと市

長も調べて市民に教える必要があるのではないで

すかと聞いているのです。どうですか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 何か今物理の授業を受けた

ような形で、全く私物理、そういうふうなものは

わかりませんでした。大型の電子レンジがあそこ

についたのかなと、文化系の考え方からすると、

そういうふうな思いをしておりますけれども。し

かしながら、よくガメラレーダーという表現もさ

れておりますけれども、先般ある国から飛翔体が

飛んできたときに、誤報というのですか、誤認知

というのですか、そういうふうな形でまず第１報

がなされました。あのとき皆さん、本当に我々国

民は、テレビであの状況を見て、大変な事態だな

と、こういうふうに思って注目をしていました。

第１報は、そういう意味では誤探知というのです

か、誤認知というのですか、そういう形でしたけ

、 、れども その際にたしか千葉県だったでしょうか

同じレーダーがあると。そうすると、千葉県周辺

の鳥は、もう全滅しているのかというふうな、い

かにも不安をあおるような形の表現をされている

というのは私はいかがなものかと、このように思

いますし、ここで自衛隊のほうから、また国のほ

うからレーダーの電磁波などによる人体への影

響、テレビ、ラジオに対する電波障害はありませ

んというふうなこと、それはないように措置をし

ていると思うのです。それ今初めて聞きましたか

ら。ですから、そのためにしっかりと設計をされ

て防護していくのだろうと、そういうふうな見方

だと思います。電子レンジも、例えばドアがなけ

れば危ないものだなと思いますけれども、そんな

。 。ところはどうなのでしょうか よくわかりません

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） だから、防衛省の方が説明に

来たときに、市長自身が何も知識がないものだか

ら、ただ強化される、そうすればいいものだと、

そういうふうなイメージ、ただ説明を聞いていた

というのが実情なのでしょう。今聞いて、何も電

磁波のことをわからなかったわけですから。

そして、このレーダーのまた重要なところが、

答弁にもありましたけれども、弾道ミサイル、こ

れを追跡するために強化されたと。市長、この弾

道ミサイル、どこから飛んでくるのでしょうね。

弾道ミサイルというのは、これ何ですかね。やは

りいろいろ何か珍しいものを建てられると、調べ

なくてはいけない。これを調べるのが自治体の仕

事ではないですか。何かいいものができた、何か

立派なのができた、ああ、いいななんてただ思っ

ていて何も知らないのでは、やはりこれまずいと

思いますよ、市長。弾道ミサイルというのは何で

すか。どこから飛んでくるのですか、市長。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ある国から飛んでくる弾道

のミサイルだと思います。弾道ということは、よ

くその表現はわかりませんけれども、そこのとこ

ろはプロであります横垣議員、今ご説明をいただ

きながら答弁をさせていただきたいと、このよう

に思います。我々国民とすれば、弾道ミサイルと

いう表現、この弾道って何だろうか、ではミサイ

ルって何だろうか、こういうふうなところはなか

なか知り得ないところが多くございます。また、

あの建物自体の内容を知るべきだというふうなご

趣旨のご発言もございましたけれども、やはりあ

れは国家機密、防衛機密という非常に大きな私た

ち国民を守ってくれている、守らなければいけな

いという形で設備されているものと、このように

私は思っております。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 守るのであれば、幾らお金を
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かけてもいい、景観を台なしにしてもいいと、そ

ういう発想が見えますけれども、この弾道ミサイ

ル、どこから飛んでくるかわからないものなので

すよね。でもそういう設備はそこにつくる。どこ

から飛んでくるかわからないでつくるというの

は、かなりそこに費用対効果で無駄なものでない

ですか。

しかも、弾道ミサイル、市長、どのぐらいの速

さで飛んでくると思いますか。昔はソ連のＩＣＢ

Ｍ、これ秒速8.5キロ、時速にして３万600キロな

のです。ということは、１分間に大体500キロ以

上飛ぶのです。弾道ミサイルをＦＰＳ―５で

2,000キロ先で発見したとしても、４分後にはも

う日本に着いてしまうのです。これどういう形で

防衛しようとしているかというと、パトリオット

ミサイルで迎撃するわけですね。これ大体１基５

億円ですけれども。パトリオットミサイル、飛ぶ

のが大体20キロ。イージス艦のＳＭ―１、これ大

体30億円ですけれども、これで迎撃するのです。

ところが、弾道ミサイルは高さ300キロから落ち

てくる。ＳＭ―１イージス艦から打ち上げたロケ

ットは200キロしか飛べないのです。届かないの

です。これで迎撃するというのです。ところが、

パトリオットミサイル20キロしか飛ばないけれど

も、それこそ20キロを何秒で来ますか。３秒で届

いてしまうのです。その３秒の間にパトリオット

ミサイルの照準を合わせて云々と、市長、そうい

うとんでもない施設がここにつくられたというこ

とを知らなくてはいけないです。大変漫画にかい

たような、ああいうのに200億円です、かかった

費用が。あなたが好きな費用対効果、全然。迎撃

するにも使いものにならない。そういう弾道ミサ

イルを探知する機能を備えたレーダー。しかも、

もしそれがなければ、前のああいう小さなレーダ

ーで済んだのです、何も探知機能を増強しなけれ

ば。前のレーダーをただ更新すれば、あの釜臥山

はそのままでみんなに受け入れられた、そういう

レーダーであるのです。そこが違うから、自治体

の長としてはきちんと調べて市民に教える必要が

あるのではないですか、そこら辺も含めて。どう

ですか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 非常に軍事マニア的な部分

で、その知識が正しいのかどうかはわかりません

けれども、そういうふうなことで研究をなさった

ようでございまして、その部分には敬意を表した

いと、このように思います。

どんな速さかということでございまして、さま

ざま時速、秒速というふうなことがございました

けれども、私の感想では、弾道ミサイルは目にも

とまらぬ速さで来るだろうと、こういうふうな感

覚を持っております。

また、今のレーダーは迎撃不足というふうなこ

とのお話もございましたけれども、迎撃不足とい

うご認識を持たれるのだったら、私は国としては

迎撃に対応できるようなもっともっとしっかりし

たレーダーをつくって、国民の生命と財産を守る

ために国の役割を果たしていただきたいと、こう

いうふうに思います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 市長がそういう考え方でもし

総理大臣になれば、軍事費はどんどん上がってい

きますよ。どこで歯どめをかけるかというのが、

それこそ費用対効果、あなたが好きなそういうこ

とではないですか。そういう意味では、これはレ

ーダー基地の、いわゆるアメリカのＭＤ、ミサイ

ル・ディフェンスというのですけれども、ミサイ

ル防衛の一環としてつくられているのです。これ

、 、も本当かどうか疑っているみたいですから 市長

調べてください。もし間違っていたら、私は後で

きちっと訂正しますから。その一環としてつくら

れておりますから。しかも、ミサイルをきちんと
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撃ち落とせるようにもっと高性能のものにするべ

きなのです。それはまず物理的に無理なのです。

、 。市長は 物理は余り得意でないようですけれども

秒速8.5キロで飛ぶものを撃ち落とすということ

自体がもう神わざなのです。それをやろうとして

お金をどんどんつぎ込もうとしているのがこのＭ

Ｄ、ミサイル・ディフェンス。こういうのに釜臥

山が犠牲になっているというこの現実。我々の故

郷です､これ､市長、

それでああいういろんなものがつくられている。

やはりここをきちんと勉強して、防衛省が来たと

きに、そこら辺を問いただして、市民にきちんと

教えてください、市長。どうです、きちんと教え

てください、市民に。ああいうのができておかし

いなとみんな市民は思っているのですから。しか

も、ああいうのが本当に防衛に必要なのかと。さ

っき言ったように、ミサイルが飛んできて発見し

ても遅い。そういうのを一生懸命発見してやろう

としている無駄な施設……

〇議長（村中徹也） 横垣成年議員、議長から注意

します。

会議規則63条に質問は市政一般に関するものと

あります。確かに国政のことは申し上げてもよろ

しいです。しかし、質問は市政一般の部分で質問

してください。あなたの質問の中には、地方自治

体の一長が答えられないような範囲が入っており

。 。ます 市政一般について市長に質問してください

何度も申し上げます。国政のことは述べても結構

です。

発言をどうぞ。

〇５番（横垣成年） でも、議長、やはりどうして

も市民に説明するうえでは、そこら辺も言わなく

てはいけないですから、ちょっと言わせてもらっ

たのですけれども。

〇議長（村中徹也） 言うのはいいですが、あなた

の場合は、それをさも一地方自治体の責任と問わ

れかねない、スピードがどうだ、それは国政の問

題です。とらえられるかられないか、一地方自治

体は答えられるわけがないでしょう。それは述べ

てもいいです。それをもとに地方自治体が何をす

るのか、そこに論点を絞って質問してください。

無理があると思います。

質問を続けてください。

〇５番 横垣成年 議長 ちょっと別に 秒速8.5秒（ ） 、 、

で飛ぶから市長にどうのこうの言っているのでは

ないです。具体的に言わないと危険なもの、変な

ものだとわからないわけでしょう、市長も全然知

識ないわけですから。だからそこをきちんと後で

調べて、防衛省が来たら、そこら辺もどうなのか

と確認しながら、そして前の市政だよりでは、電

磁波は何も問題がない、害がないとかという表現

をしているわけですから、そこら辺を訂正して、

。 。正確な情報を市民に流してください いいですか

きちんと広報で出してください、そこを正確に。

前に何も電磁波は影響がないとかと言っているけ

れども、そこら辺を訂正する。国会の質問主意書

に答弁している文言そのままでもいいです。これ

は公的に公表されているわけですから。こういう

文言をしっかり広報で出してくださいませんか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 訂正の必要はないと思いま

す。人体への影響、テレビ、ラジオに対する電波

障害はありませんというふうなことでございま

す。

さらに、横垣議員、先ほど余りにもお話があち

、 、こちに飛んでおりましたけれども 軍事費の増大

。 。総理大臣になったら 私総理大臣にはなりません

なれないのです。なるつもりもありません。しか

し、軍事費の云々の話をいたしますと、軍事費は

よその国でも非常に爆発的にふやしているという

ふうなところも横垣議員は既にご承知だと思いま

すけれども、ＭＤの部分、ミサイル・ディフェン
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スの部分で、ハワイ沖で迎撃が成功した例もあり

ます。しかしながら、なかなかその確度、精度と

いうふうなものはまだまだ不足しているわけで

す。そのために全国に、国民の生命と財産を守る

ためにこのガメラレーダーをこれから下甑島、佐

渡島、下甑島は多分できていたのではないかなと

思いますけれども、全国４カ所、そういうふうな

形で計画されておりますし、そのモデルとなって

いるのが先般飛翔体が飛んできたとき誤認をいた

した、誤認というよりも、その流れの連絡網の中

で誤報が出されたああいうふうな形で。しかしな

がら、次飛んできたときには、そのレーダーがし

っかりと把握をして、そして国民にＪアラートを

通して通達、通知され、しかしそれはやはり何分

かで、向こうの国から飛んできて、４分で着弾し

ますよと言いながらも、国家としては、やはりし

っかりと国民の生命、財産を守るのが国のあり方

、 。であるし それを支えているのが自衛隊であると

私は自衛隊がこの地にあって、国民の生命と財産

を守る、海上自衛隊は北の海域を全部守る、そし

て第42警戒群にそういうふうな形でレーダーがつ

くられ、国民の生命と財産をレーダーでキャッチ

するという施設があるということを誇りに思って

います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） やはり市長が平和市長会議に

入らない理由がよくわかります。そういうもっと

精巧なものをつくればいいという発想だったら、

日本は平和憲法９条を持つ国です。あなたは、平

和市長会議に入らないけれども、行動でこれから

示すことができる、そういう発言をするのであれ

ば、全然だめではないですか。防衛力をもっと強

化せよということですから。平和憲法９条という

のは、戦争をしないということを宣言した国だか

ら。そういう立場では、防衛力はなるべく強化し

ないという立場でやはり市長は運営するべきだと

思います。

もうあなたの考え方はわかりましたから。

、 。 、次に ヒバの問題に移りたいと思います 市長

もっと本当にこのヒバ、答弁にもありましたよう

に、ヒバの大産地なのです、このむつ市は。だか

ら、民間ではまだ20年物しか育っていない。ぜひ

とも私は、森林組合に聞くと、今ヒバ１つ420円

だそうです。いろんな補助をもらえば340円まで

下がるみたいですけれども、できれば１本当たり

、苗木200円の補助をぜひ出して検討してもらって

例えば年間100万円の予算で１本200円の補助をで

きれば出してもらいたいのです。そうすると、そ

の100万円で5,000本、10年たてば５万本、100年

たてば50万本、こういうふうな形で民有林でもヒ

バがふえていくのです。そうすると、100年後、

その5,000本のうち出荷できるのが、例えば

2,000本出荷できるとすれば、今現在ヒバはどの

ぐらいで取引されているかというと、これは直近

の今月、12月９日の売買の様子ですけれども、中

には直径66センチの８メートル物で77万円、消費

税含んで80万9,508円で売られているのです。す

ごいでしょう 80万円 杉は幾らいい木でも500円、 。

になればいいとかと言われていますけれども。

80万円で取引されている。いろいろいい木、悪い

、 、木があるので ４メートル物の50センチの直径で

大体15万円ぐらいです、平均すると。ですから、

４メートル物も３本ぐらいとれるとすると45万

円、それ以外も売れれば、大体１本50万円ぐらい

で今は処理されているかなというふうに考えれ

ば、2,000本、100年後も50万円かどうかわかりま

せんけれども、もっと私は高くなっていると思い

ます。でも今のこの値段で考えたとしても、

2,000本を出荷すると、10億円のお金がむつ市に

。 、入るのです それがもう毎年毎年10億円か20億円

30億円とふえていく。そういうものですから、ぜ

ひ市長、補助金創設できないでしょうか。
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〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員には珍しく利殖法

のご提案がございましたけれども、今現在むつ市

では市民の皆さんが行うヒバの植樹活動を支援し

ていき、市有林で杉等の伐期を迎えている民地の

伐採後の活用策として市民とともにヒバを植林

し、市民の親しめる森としての整備を進めていき

たいと、このように思っております。200円とか

云々というお話がございましたけれども、それに

ついてはお答えは今差し控えさせていただきま

す。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） あと何分もありません。

ＰＲの件ですけれども、これは平成４年の会議

録を見ると、我が大先輩の新谷昭二さんが巨樹、

むつ市の大木、きちんと調査しなさいと何か国の

ほうから来たみたいで、むつ市にもあるみたいで

すね。代官山のコウヤマキ、横迎町のイチョウと

か、水源池公園のヒバとかもなっているのです。

ぜひこのＰＲには、むつ市内にもそういうすばら

しいヒバの木があるので、こういうのをぜひいろ

んなパンフレットに利用して、ＰＲ強化してもら

いたいし、そういう大きいヒバはむつ市ではどこ

にあるのかというのもぜひ市長、調査して、ＰＲ

の強化に努めてもらいたいのですが、いかがでし

ょう。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ヒバの木のＰＲは、この議

場もヒバを多く使われております。横垣議員は庁

舎移転については反対いたしましたけれども、こ

の議場に入りますと、ヒバの香りがいたします。

それだけこの新庁舎をヒバのＰＲの場面と考えて

いただいて、横垣議員ともどもＰＲをしていただ

ければありがたいと。多くの市民の皆さんにこの

、 、議場に そして市役所の中に入っていただければ

ふんだんにとは言いません。予算の制限がござい

、 、ましたので ふんだんにとは言いませんけれども

少なくとも議場の中ではヒバを大いに使わせてい

ただいていると、これがまた大きなＰＲになるの

でないかと、このように思います。

また、巨木、巨樹の件ですけれども、非常に多

くの木がございます。さまざまな種類がございま

す。これは、今横垣議員がお話しした部分以上に

もっともっと年齢の重ねている巨木があります。

その巨木は大畑のおぐりだとか、それから西通り

のイチョウの木だとか、ヒバに限らずそういうふ

うな巨木、巨樹がございます。全国に千年の会と

いうのがございます。要するに屋久杉が1,000年

たっていると。そういうふうなところで、さまざ

ま、この巨樹をツアーで楽しみましょうだとか、

自然に親しみを持って、その歴史を振り返ってみ

るという会もございます。そういうふうなところ

も私は視野に入れてＰＲをしていきたいと、この

ように考えております。それ以前に、我々のこの

ふるさと、むつ市、下北で産出したヒバ、こうい

うものがこの議場に使われていると、横垣議員の

反対なさった新庁舎の中で使われているというこ

とをＰＲもしていただければなと、このように思

います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 本当にこのむつ市にもこうい

うすばらしい巨樹、巨木があったのを、私もこの

会議録を読むまでは余りよくわからなかったので

すが、このときの答弁で代官山のコウヤマキ、横

迎町のイチョウ、それこそ恐山街道のアカマツ、

恐山街道の一本杉、あと大湊小学校のところの一

本杉も挙げられていますね。あと二又のイチイ、

奥内のカシワノキ、それこそ川内の銀杏木のイチ

ョウの木ですか、本当にそういうのをこの当時の

答弁ではどういうふうな管理の仕方をするか、こ

れから検討していきたいとかと言っているのです

が、実際どうなのでしょう。ここら辺の市の今ま
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での取り組みというのはどういう状況にあったの

でしょうか。ちょっとそこを確認させていただき

ます。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 私も現場を見ております。

すべてとは言いません。例えば川内の渓流沿いに

あります銀杏木のイチョウの木、ああいうところ

はしっかりと保護され、そして掲示板を抱え、そ

の掲示内容についても歴史的な部分も表示されて

おります。そういうふうなものはしっかり守らな

ければいけない。また、薬研の国設野営場、先般

の錦橋が劣化して、錦橋を議会ともども営林局の

、 。ほうに要望して そして錦橋が完成いたしました

国設薬研野営場の奥におぐりの木という大きなま

た巨木の銘木がございます。それは地域の方々、

澤藤議員を中心としたさまざまなボランティアの

方々のお力をいただいて、しっかりと掲示もされ

ておりますし、保存がされているというところで

す。

例えば田名部地区に大きなイチョウの木があり

ます。かつて江戸時代は寺子屋があったあの地域

にありますそのイチョウの木は民有地の中にあり

ます。だけれども、それはかつて斗南藩が成立し

たときに、あの木を多分柴五郎だとか柴四郎だと

か、柴兄弟が眺めたであろうと、そういうふうな

ところはしっかりと私たちは後世につなぐものと

して巨樹、巨木は守らなければいけないと。私は

防衛問題、国政の問題については横垣議員とはス

タンスが違いますけれども、先ほど憲法９条の問

題が出ました。これは、本当は大いに議論したい

ところでありますけれども、一般質問は市政一般

事務についてでございますので、避けます。そう

いうふうなところはそれとして、しかしながら横

垣議員、巨樹、巨木は守らなければいけない、後

世にしっかりと伝えるのが私たちの役割である

と。そして、市もさまざまなボランティアのお力

をいただきながら、また管理をするところは管理

をしてやっているということでご認識をいただき

たいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） これで、横垣成年議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（村中徹也） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

お諮りいたします。12月14日及び15日は議事整

理のため休会したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、12月14日及び15日は議事整理のため休会する

ことに決定いたしました。

なお、明12月12日及び13日は休日のため休会と

、 、 、し 12月16日は付託議案審議 議員提出議案上程

提案理由説明及び審議、各常任委員会の所管事務

継続審査について及び農業委員会委員の推薦を行

います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ４時１６分 散会
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